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四
三

静
嘉
堂
文
庫
蔵
陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』―
略
解
題
・
簡
校
―

髙
田
　
信
敬

略
解
題
小
引

　

飛
鳥
井
雅
親
（
一
四
一
六
～
一
四
九
〇
）
は
『
文
明
年
中
応
制
詩
歌
』
に
漢
籍
由
来
の
一
首
を
詠
出
し
た
。
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）

八
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る（

１
）。

　
　
　

李
太
白　

栄
雅
柏
木
入
道
殿

　

水
ぐ
き
に
さ
く
を
み
し
夢
ま
さ
し
く
ぞ
こ
と
ば
の
花
と
世
に
に
ほ
ひ
け
る

　
　
　
　
　

夢
に
花
筆
に
生
ず
と
見
て
よ
り
作
文
勝
れ
り（

２
）（

以
下
、
資
料
引
用
に
際
し
表
記
を
改
め
る
こ
と
が
あ
る
。
返
点
は
私
に
施
す
）

和
歌
表
現
と
左
註
と
に
よ
り
、
王
仁
裕
『
開
元
天
宝
遺
事
』
68
夢
筆
頭
生
花
―
―
数
字
は
後
掲
簡
校
の
章
段
番
号
―
―
を
典
拠
と
す
る
こ

と
が
確
め
ら
れ
よ
う（
３
）。「

李
太
白
少
時
夢
二
所
レ
用
之
筆
頭
上
生
一レ
花
、
後
天
才
瞻
逸
名
聞
二
天
下
一
」
が
、
そ
の
文
言
。
雅
親
が
見
た
書
物

は
、
別
集
巻
十
四
夢
筆
生
花
に
「
李
白
夢
二
筆
生
一レ
花
、
自
レ
是
才
思
日
進
」
の
記
事
を
有
す
る
祝
穆
『
事
文
類
聚
』
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
類
書
は
室
町
時
代
に
相
当
程
度
流
布
し
、
歌
人
の
目
に
も
触
れ
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
源
流
を
尋
ぬ
れ
ば
『
開
元
天
宝
遺
事
』
に
至
る
。

　

そ
し
て
雅
親
の
弟
雅
康
（
一
四
三
六
～
一
五
〇
九
）
が
詠
ん
だ
『
雅
康
卿
詠
草
』
中
の
歌
も
、
や
は
り
漢
籍
と
の
関
わ
り
を
持
つ
。

　
　
　

室
町
殿
に
て
三
十
首
歌
人
々
に
よ
ま
せ
ら
れ
し
時
、
馴
花
（
53
）

　
　
　

花
留
人



一
四
四

　

我
ぞ
く
ら
す
鳥
は
か
へ
り
て
は
な
の
鈴
ふ
り
す
て
が
た
き
春
の
木
か
げ
に
（
68
）

拠
り
ど
こ
ろ
は
陳
元
靚
『
歳
時
広
記
』
巻
一
春
護
花
鈴
の
「
天
宝
遺
事
、
天
宝
初
寧
王
少
時
好
二
声
色
一
、
風
流
蘊
藉
、
諸
王
弗
レ
如
也
、

毎
春
日
於
二
後
園
中
一
紐
二
紅
糸
一
為
レ
縄
、
綴
二
緊
鈴
一
繋
二
糸
花
梢
上
一
、
有
二
鳥
鵲
翔
集
一
則
令
下
園
吏
掣
二
鈴
索
一
以
驚
上
レ
之
、
号
曰
二
括
香
一
」

に
一
応
求
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、「
天
宝
遺
事
」
と
明
記
さ
れ
る
通
り
『
開
元
天
宝
遺
事
』
26
花
上
金
鈴
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
記
事
は

「
天
宝
初
、
寧
王
日
侍
好
二
声
楽
一
、
風
流
醞
藉
諸
王
弗
レ
如
也
、
春
時
于
二
後
園
中
一
紉
二
紅
糸
一
為
レ
縄
、
密
綴
二
金
鈴
于
花
梢
之
上
一
、
毎
二

禽
鳥
翔
集
一
則
令
下
園
吏
掣
二
鈴
索
一
以
驚
上
レ
之
、
蓋
惜
レ
花
之
故
也
、
諸
宮
皆
效
レ
之
」
で
あ
り
、
右
『
歳
時
広
記
』
と
少
な
か
ら
ぬ
差
を

見
る
こ
と
の
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
表
現
理
解
に
『
開
元
天
宝
遺
事
』
が
有
益
で
あ
り
ま
た
必
要
で
も
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

い
。
洪
邁
『
容
斎
随
筆
』
は
誤
り
の
多
い
「
俗
間
所
伝
浅
妄
之
書
」（
巻
一
浅
妄
書
）
と
し
て
指
弾
す
る
が
、
陸
子
遹
跋
の
「
此
書
所
レ
載
、

明
皇
時
事
最
詳
、
至
二
一
話
言
一
行
事
一
、
後
夫
字
文
間
所
レ
引
、
大
抵
出
二
於
此
書
一
多
矣
」
が
公
平
な
評
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
後
夫
字
文

間
」
を
寛
永
版
本
は
「
後
人
文
字
間
」
に
作
り
、
解
し
や
す
い
。
そ
れ
自
体
読
ん
で
お
も
し
ろ
く
、
ま
た
考
証
の
素
材
と
し
て
価
値
の
あ

る
文
献
な
が
ら
、
し
か
し
手
頃
に
読
め
る
本
文
の
提
示
も
、
伝
本
・
享
受
の
俯
瞰
な
ど
基
礎
的
領
域
の
研
究
も
ほ
と
ん
ど
な
い（
４
）よ
う
に
思

わ
れ
―
不
学
に
し
て
某
一
人
が
知
ら
な
い
の
か
―
、
こ
こ
に
資
料
一
つ
を
紹
介
す
る
次
第
。

一
、
訓
詁
注
釈

　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』（
一
三
―
二
―
二
）
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
具
体
的
記
述
の
前
に
、
ど
の
よ
う

な
利
用
法
が
あ
り
得
る
の
か
、
い
く
つ
か
例
示
し
て
お
く
。

ⅰ　

為
広
詠
草



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
四
五

　
　

永
正
三
年

　
　
　
　

同
二
月
廿
四
日
、
禁
裏
御
月
次
短
冊
に
、
花

　

ゐ
る
鳥
は
驚
き
あ
へ
ぬ
花
の
鈴
の
あ
は
れ
嵐
に
か
ゝ
ら
ま
し
か
ば
（
注
５
）（

241
）

先
引
雅
康
歌
と
同
じ
26
花
上
金
鈴
―
―
『
歳
時
広
記
』
な
ら
ば
護
花
鈴
―
―
の
故
事
に
よ
る
。
こ
の
典
拠
と
106
闘
花
と
を
用
い
た
作
は
か

な
り
多
く
、
稿
を
改
め
て
詮
索
し
た
い
。

ⅱ　

世
説
新
語　

汰
侈
第
三
十

　

王
武
士
被
レ
責
、
移
二
第
北
芒
下
一
、
于
時
人
多
地
貴
、
済
好
二
馬
射
一
、
買
レ
地
作
レ
埒
、
編
レ
銭
匝
レ
地
竟
レ
埒
、
時
人
号
二
金
溝
一

王
済
の
豪
奢
を
語
る
条
。「
編
銭
匝
地
」
が
何
故
「
埒
」
の
完
成
と
繋
が
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
65
冨
窟
を
検

す
る
に
「
以
二
銅
線
一
穿
レ
銭
甃
二
於
後
園
花
径
中
一
、
貴
二
其
泥
雨
不
一レ
滑
也
」
と
見
え
、「
以
銅
線
穿
銭
」
は
お
そ
ら
く
「
編
銭
」
同
様
の

行
為
で
あ
ろ
う
か
ら
、
銭
を
貫
き
地
に
鋪
く
の
は
贅
沢
な
滑
り
止
め
、
す
な
わ
ち
馬
が
走
り
や
す
く
す
る
た
め
の
措
置
と
臆
測
す
る
。

ⅲ　

酉
陽
雑
俎　

巻
一
忠
志

　

天
宝
末
、
交
趾
貢
二
龍
脳
一
、
如
二
蟬
蠶
一
・
・
・
上
夏
日
嘗
与
二
親
王
一
碁
、
令
三
賀
懐
智
独
奏
二
琵
琶
一
、
貴
妃
立
二
於
局
前
一
観
レ
之
、
上

数
子
将
レ
輸
、
貴
妃
放
二
康
国
猧
子
於
坐
側
一
、
猧
子
乃
上
レ
局
、
局
子
乱
、
上
悦
（
下
略
）

　
『
楊
太
真
外
伝
』
に
も
記
さ
れ
る
逸
聞（
６
）で

あ
る
。
話
の
主
眼
は
異
な
る
が
『
開
元
天
宝
遺
事
』
120
猧
子
乱
局
の
「
一
日
明
皇
与
二
親
王
一

棊
、
令
三
賀
懐
智
独
奏
二
琵
琶
一
、
妃
子
立
二
於
局
前
一
観
レ
之
、
上
欲
二
輸
次
一
、
妃
子
将
二
康
国
猧
子
一
放
レ
之
、
令
下
放
二
局
上
一
乱
中
其
輸
羸
上
、

上
甚
悦
焉
」
は
よ
く
似
た
文
章
と
な
っ
て
お
り
、
注
解
に
あ
た
っ
て
は
引
き
た
い
文
献
の
一
つ
。

ⅳ　

唐
令　

儀
制
令
第
十
八（
７
）

　

諸
太
陽
虧
、
有
司
預
奏
・
・
・
月
蝕
奏
撃
二
鼓
於
所
司
一
救
レ
之
（
下
略
）



一
四
六

本
朝
の
令
に
は
「
月
蝕
」
以
下
を
継
受
し
て
い
な
い
。「
撃
鼓
於
所
司
」
は
欠
け
た
月
を
救
う
儀
礼
で
あ
ろ
う
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
115
撃

鑑
救
月
の
「
長
安
城
中
、
毎
月
食
時
、
即
士
女
取
レ
鏡
向
レ
月
撃
レ
之
、
萬
郭
如
レ
是
、
蓋
云
レ
救
二
月
蝕
一
也
」
は
、
令
に
規
定
さ
れ
た
「
撃

鼓
」
と
類
似
の
行
事
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

ⅴ　

参
天
台
五
臺
山
記　

巻
五　

熙
寧
五
年
（
一
〇
七
三
）
十
一
月
二
十
日

　

天
晴
、
卯
一
点
従
二
大
原
府
龍
図
許
一
送
レ
粥
并
有
二
斎
請
一
・
・
・
焼
二
沈
檀
香
一
、
如
二
日
本
不
断
香
一
、
毎
二
一
人
床
一
有
二
作
長
一
尺
立

人
形
一
、
彩
色
甚
妙
、
捧
二
火
舎
一
向
レ
人
（
下
略
）

　

香
炉
を
持
つ
精
巧
な
人
形
の
記
事
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
38
燭
奴
・
103
燈
婢
に
燈
燭
を
捧
げ
る
木
彫
の
童
子
や
婢
が
描
か
れ
、
66
床
畔

香
童
は
「
矮
童
二
人
捧
二
七
宝
博
山
爐
一
」
と
あ
る
。
童
子
に
香
炉
を
持
た
せ
ま
た
人
形
を
配
置
す
る
風
俗
が
、
唐
よ
り
宋
に
至
る
ま
で

続
い
て
い
た
。

　

本
朝
に
お
い
て
は
、
直
接
『
開
元
天
宝
遺
事
』
を
参
看
し
た
か
類
書
・
歳
時
記
の
類
か
ら
孫
引
き
か
一
概
に
決
め
が
た
い
に
せ
よ
、
室

町
時
代
以
降（
８
）、
特
に
江
戸
時
代
に
は
よ
く
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
余
波
は
硯
友
社
の
同
人
に
ま
で
及
び
、
享
受
の
事
例
を
列
挙
す
る
の
み
に

て
も
優
に
一
書
を
成
そ
う
。
文
学
作
品
や
史
料
の
訓
詁
の
た
め
に
も
、
言
葉
の
背
景
を
生
き
生
き
と
把
握
す
る
た
め
に
も
、
基
礎
か
ら
の

考
究
を
要
す
る
。

二
、
引
用

　

本
文
を
考
え
校
訂
す
る
材
料
と
し
て
、
ま
た
享
受
相
の
一
つ
を
確
か
め
る
手
が
か
り
と
し
て
、
後
代
の
文
献
に
取
り
込
ま
れ
た
『
開
元

天
宝
遺
事
』
は
、
大
切
な
素
材
と
な
る
。
目
睹
し
得
た
文
献
中
引
用
例
が
多
く
そ
の
影
響
も
大
き
い
も
の
は
『
事
文
類
聚
』
と
『
歳
時
広



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
四
七

記
』
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
報
告
し
た
い
。
以
下
、
あ
ま
り
省
み
ら
れ
な
い
翟
灝
『
通
俗
編
』
及
び
藤

江
養
斎
『
淵
鑑
類
凾
纂
要
』
に
つ
い
て
の
み
、
備
忘
と
し
て
書
き
留
め
て
お
く
。
ま
ず
『
通
俗
編
』（
９
）か
ら
。
引
用
例
の
次
に
当
座
の
心
覚

え
を
記
す
。

イ　

巻
二
地
理　

冰
山

　

開
天
遺
事
、
楊
国
忠
相
、
公
卿
以
下
莫
レ
不
二
趨
媚
一レ
之
、
張
彖
曰
、
君
輩
倚
二
楊
右
相
一
如
二
泰
山
一
、
吾
以
為
冰
山
耳
、〔
按
〕
司
馬
温

公
採
此
語
入
二
通
鑑
一

＊
『
開
元
天
宝
遺
事
』
49
依
氷
山
。
文
章
は
大
き
く
異
な
る
。

ロ　

巻
九
儀
節　

名
紙

　

開
天
遺
事
、
長
安
平
康
坊
妓
女
所
レ
居
、
毎
年
新
進
士
以
二
紅
箋
一
作
二
名
紙
一
、
游
－二
謁
其
中
一

＊
48
風
流
藪
沢
を
節
略
。

ハ　

巻
十
祝
誦　

喜
信

　

開
天
遺
事
、
新
進
士
及
第
、
以
二
泥
金
書
帖
子
一
附
二
于
家
中
一
、
至
二
郷
曲
一
、
親
戚
以
二
声
楽
一
相
慶
、
謂
二
之
喜
信
一

＊
75
喜
信
と
ほ
ぼ
同
文
。

ニ　

巻
十
一
品
目　

虛
有
其
表

　

開
天
遺
事
、
蕭
嵩
草
蘇
頲
爲
レ
相
制
云
、
国
之
瓌
宝
、
頲
父
名
瓌
、
明
皇
曰
、
豈
可
下
斥
二
其
父
一
名
擲
中
于
地
上
、
曰
虛
有
二
其
表
一
耳

＊
現
存
『
開
元
天
宝
遺
事
』
諸
本
に
不
見
、
逸
文
か
。

ホ　

同　

癡
漢

　

開
天
遺
事
、
張
方
回
精
神
不
レ
爽
、
時
人
呼
為
二
癡
漢
子
一



一
四
八

＊
７
癡
賢
の
一
部
分
を
切
り
入
れ
る
。

ヘ　

同　

蘊
藉

　

開
天
遺
事
、
寧
王
風
流
蘊
藉
、
諸
王
弗
レ
如
也

＊
26
花
上
金
鈴
の
冒
頭
。

ト　

巻
十
六
身
体　

擡
頭
不
起

　

開
天
遺
事
、
華
陰
簿
張
彖
爲
二
守
令
所
一レ
抑
、
歎
曰
、
若
レ
立
二
身
矮
屋
之
下
一
、
使
二
人
擡
頭
不
一レ
起
、
棄
レ
官
而
去

＊
49
依
氷
山
後
半
の
一
部
に
相
当
、
文
章
に
差
あ
り
。

チ　

同　

顔
厚

　

開
天
遺
事
、
進
士
楊
光
遠
、
干
－二
索
權
豪
一
無
レ
厭
、
或
遭
二
撻
辱
一
略
無
レ
改
レ
色
、
時
人
云
、
光
遠
慚
顔
厚
如
二
十
重
鉄
甲
一

＊
５
慙
顔
厚
如
甲
を
節
略
。

リ　

同　

潤
肺

　

開
天
遺
事
、
楊
貴
妃
宿
酒
初
消
、
多
苦
二
肺
熱
一
、
晨
游
二
後
苑
一
、
口
吸
二
花
露
一
以
潤
レ
肺

＊
111
吸
花
露
を
節
略
。

ヌ　

巻
二
十
釋
道　

半
仙

　

天
宝
遺
事
、
宮
中
寒
食
鞦
韆
、
帝
嘗
呼
為
二
半
仙
之
戲
一

＊
77
半
仙
之
戲
。
文
章
に
差
あ
り
。

ル　

巻
二
十
七
飲
食　

酔
漢

　

開
天
遺
事
、
張
曲
江
曰
、
李
林
甫
議
事
如
二
酔
漢
脳
語
一



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
四
九

＊
136
醉
語
の
末
尾
、
ほ
ぼ
同
文
。

ヲ　

巻
二
十
九
禽
魚　

被
底
鴛
鴦

　

開
天
遺
事
、
明
皇
與
妃
子
昼
寝
二
水
殿
一
、
宮
嬪
輩
凭
レ
檻
看
三
雌
雄
二
鸂
鶒
戲
二
于
水
中
一
、
帝
曰
爾
等
愛
二
水
中
鸂
鶒
一
、
争
如
二
我
被

底
鴛
鴦
一

＊
76
被
底
鴛
鴦
を
節
略
。

ワ　

巻
三
十
四
狀
貌　

鮮
活

　

開
天
遺
事
、
帝
宴
二
近
臣
禁
苑
中
一
、
指
二
李
林
甫
一
曰
、
檻
前
盆
池
魚
数
頭
、
鮮
活
可
レ
愛
、
李
林
甫
曰
、
頼
二
陛
下
恩
波
所
一レ
養

＊
40
盆
池
魚
後
半
を
抄
出
、
ほ
ぼ
同
文
。

以
上
一
三
条
、
見
落
と
し
絶
無
と
は
言
え
な
い
の
で
、
是
非
追
証
を
お
願
い
す
る
。
ヌ
の
「
天
寶
遺
事
」
を
除
き
、
他
は
全
て
「
開
天
遺

事
」
と
出
典
表
記
し
て
お
り
、
字
句
の
創
意
や
抄
出
方
法
な
ど
問
題
は
い
く
ら
も
拾
え
る
け
れ
ど
も
、
ニ
の
「
虛
有
其
表
」
が
最
も
重
要

で
あ
る
。
撰
者
王
仁
裕
の
序
―
―
本
朝
伝
来
の
諸
本
に
の
み
存
―
―
に
「
総
成
二
一
巻
一
、一
百
五
十
九
条
」
と
見
え
、
現
存
本
い
ず
れ
も

一
四
六
条
を
有
す
る
の
で
、
序
の
文
言
を
信
ず
れ
ば
そ
の
差
一
三
条
分
が
失
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
逸
文
の
期
待
が
持
て
る
資
料
と
言

え
よ
う
。

　

次
は
『
淵
鑑
類
凾
纂
要
』
の
関
連
項
目
。
抄
出
の
基
と
な
っ
た
『
淵
鑑
類
凾
』
よ
り
引
く
べ
き
で
あ
る
が
、『
淵
鑑
類
凾
』
の
本
体
に

目
を
通
し
て
い
な
い
の
で
、
行
く
に
径こ
み
ちを

用
い
る
お
粗
末
は
十
分
承
知
し
、
手
元
の
『
淵
鑑
類
凾
纂
要
』
に
依
る
。

カ　

巻
二
設
官　

立
身
矮
屋

　

又
曰
、
唐
張
彖
爲
二
華
陰
簿
一
、
爲
二
守
令
所
一レ
抑
、
嘆
曰
、
大
丈
夫
有
二
凌
雲
蓋
世
之
志
一
、
而
拘
二
于
下
位
一
、
若
レ
立
二
身
矮
屋
之
下
一
、

使
二
人
擡
頭
不
一レ
得
、
遂
弃
レ
官
去



一
五
〇

＊
ト
擡
頭
不
起
と
同
じ
典
拠
の
49
依
氷
山
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
か
ら
遠
ざ
か
り
『
通
俗
編
』
と
の
共
通
性
が
高
い
。

ヨ　

巻
四
禮　

幔
後
牽
一
糸

肆
考
、
唐
宰
相
張
嘉
貞
有
二
五
女
一
、
各
持
二
一
糸
一
在
二
幔
後
一
、
令
二
郭
元
振
前
牽
一レ
之
、
得
者
爲
レ

、
元
振
見
三
糸
有
二
五
色
一
、
牽
二
一

紅
糸
一
、
遂
得
二
第
三
女
一

＊
18
牽
紅
糸
取
婦
に
対
応
す
る
が
字
句
は
大
い
に
異
な
る
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
を
出
典
と
せ
ず
「
肆
考
」
よ
り
採
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
「
肆
考
」
未
勘
。

タ　

巻
四
術
藝　

局
上
猧
子

　

酉
陽
雑
俎
、
上
嘗
與
二
親
王
一
棊
、
貴
妃
立
二
於
局
前
一
觀
レ
之
、
上
將
レ
輸
、
放
二
康
國
猧
子
一
上
レ
局
、
局
子
亂
、
上
大
悅

＊
引
用
文
言
の
限
り
で
は
『
開
元
天
宝
遺
事
』
を
典
拠
と
す
る
如
く
だ
が
、
本
条
冒
頭
に
記
す
通
り
前
節
ⅲ
に
お
い
て
言
及
し
た
『
酉
陽

雑
俎
』
と
見
る
。

レ　

巻
四
宝
貨
附
火　

記
事
珠

開
元
遺
事
、
張
說
爲
レ
相
、
有
レ
人
恵
二
一
珠
一
、
紺
珠
有
レ
光
、
事
有
二
遺
忘
一
、
玩
二
此
珠
一
、
便
覺
二
神
心
開
悟
一
、
名
曰
二
記
事
珠
一
、

說
秘
而
宝
レ
之

＊
11
記
事
珠
を
節
略
改
変
。

ソ　

巻
六
禽　

堂
燕
致
書

天
寶
遺
事
、
長
安
富
商
任
宗
爲
二
賈
湘
中
一
、
数
年
不
レ
帰
、
其
妻
紹
蘭
覩
二
堂
燕
一
長
吁
、
語
曰
、
我
聞
爾
從
二
東
海
一
、
往
復
必
経
二
湘

東
一
、
我
壻
離
レ
家
数
年
、
欲
三
憑
レ
爾
付
二
詩
任
郎
一
可
乎
、
燕
即
飛
下
、
紹
蘭
作
二
一
絶
一
云
、
我
壻
去
二
重
湖
一
、
臨
レ
牎
泣
血
書
、
慇

懃
憑
二
燕
翼
一
、
寄
－二
與
薄
情
夫
一
、
将
レ
詩
系
二
燕
足
一
、
燕
遂
飛
鳴
而
去
、
時
宗
在
二
荊
州
一
、
忽
有
レ
燕
繞
レ
身
而
飛
、
止
二
於
肩
一
足
有
二



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
五
一

小
封
一
、
乃
妻
所
レ
書
也
、
宗
感
而
泣
下
、
次
年
帰

＊
102
傳
書
燕
を
節
略
。

瞥
見
す
る
と
こ
ろ
を
記
す
の
み
、
当
今
流
行
の
電
脳
網
路
検
索
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
機
械
操
作
に
長
じ
た
頭
の
よ
い
方
の
追
補
を
期
待

す
る
。三

、
諸
本
と
底
本
と

　

諸
伝
本
に
つ
い
て
は
別
稿（

10
）に

概
略
を
示
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
の
結
論
の
粗
々
を
示
せ
ば
、
伝
本
相
互
に
お
け
る
字
句
の
出
入
り
や
異

同
等
細
か
な
違
い
は
勿
論
あ
る
け
れ
ど
も
、
構
成
上
の
違
い
に
よ
り
本
朝
遺
存
の
書
物
と
海
彼
所
伝
の
典
籍
と
の
二
類
に
分
か
た
れ
る
。

す
な
わ
ち
王
仁
裕
序
・
標
目
の
一
覧
・
本
文
・
陸
子
遹
跋
が
本
朝
の
形
で
あ
り
、
海
彼
の
事
例
は
本
文
の
み
で
一
書
を
成
す
。
本
文
は
両

者
共
通
し
て
一
四
六
条
―
―
た
だ
し
寛
永
版
本
は
137
暖
玉
鞍
を
欠
き
一
四
五
条
―
―
だ
が
、
序
の
「
総
成
一
巻
、
一
百
五
十
九
条
」
と
比

べ
て
一
三
条
を
脱
す
る
こ
と
、
前
節
に
述
べ
た
通
り
。
勿
論
、
序
を
欠
く
唐
土
の
伝
本
で
は
、
こ
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
中
院
通
村
の

手
が
け
た
元
和
古
活
字
版
や
そ
れ
を
受
け
る
寛
永
二
十
年
整
版
本
な
ど
、
我
が
国
の
伝
本
は
、
南
宋
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）
刊
本
の
系

統
で
あ
る
。

　

さ
て
、
底
本
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
か
。
ま
ず
静
嘉
堂
文
庫
蔵
陸
氏
十
萬
巻
楼
本
（
一
三
―
二
―
二
）
の
、
書
物
の
外
形
に
つ
い

て
記
す
。

　

明
朝
綴
じ
一
冊
。
砥
粉
色
無
地
紙
表
紙
（
縦
二
六
・
〇
、
横
一
五
・
五
糎
）
は
後
補
、
虫
損
・
湿
損
の
補
修
時
に
付
し
た
も
の
と
推
さ

れ
る
。
外
題
は
な
い
が
、
書
根
に
「
開
元
天
寶
遺
事
」
と
墨
書
、
補
修
前
の
題
号
を
書
き
直
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
見
返
し
と
前
遊
紙
一
丁



一
五
二

も
後
補
の
白
綿
紙
。
本
文
は
目
の
詰
ん
だ
料
紙
を
用
い
内
題
「
開
元
天
寳
遺
事
巻
上
」、
改
行
し
て
「
建
業
張
氏
銅
板
印
行
」。
毎
半
葉
九

行
一
八
字
の
形
式
を
崩
さ
ず
、
終
始
謹
直
に
写
す
（
書
写
面
縦
約
一
六
・
五
、
横
約
一
一
糎
）。
趙
松
雪
体
の
流
れ
に
棹
さ
す
書
風
か
。

墨
付
三
八
丁
、
後
ろ
遊
紙
に
楮
紙
風
の
紙
片
（
縦
二
一
・
五
、
横
二
一
・
五
糎
程
度
）
二
つ
折
り
を
貼
る
。
遊
紙
を
包
む
よ
う
に
糊
付
け

し
、
そ
の
オ
モ
テ
面
に
黄
丕
烈
（
一
七
六
三
～
一
八
二
五
）
識
語
六
行
。
一
冊
に
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
題
か
ら
判
明
す
る
分
巻
は
、

巻
上
六
一
章
段
（
１
玉
有
太
平
字
～
61
射
団
）・
巻
下
八
五
章
段
（
62
探
官
～
146
美
人
呵
筆
）
で
あ
り
、
顧
氏
文
房
小
説
本
と
同
じ
二
巻

仕
立
て
―
―
続
百
川
学
海
本
・
説
郛
本
は
分
巻
せ
ず
四
庫
全
書
は
四
巻
に
分
け
る
―
―
、
各
巻
の
章
段
数
も
一
致
す
る
。
巻
首
に
「
静
嘉

堂
珍
藏
」（
朱
文
双
辺
）・「
歸
安
陸
／
樹
聲
藏
／
書
之
記
」（
朱
文
単
辺
）、
巻
尾
に
も
「
歸
安
陸
／
樹
聲
藏
／
書
之
記
」
の
蔵
書
印
を
押

す
。
陸
樹
声
（
一
五
〇
九
～
一
六
〇
五
）
は
明
代
の
学
者
・
蔵
書
家
ゆ
え
、
当
然
樹
声
以
前
の
書
写
に
な
る
。
ま
た
「
建
業
張
氏
銅
板
印

行
」
か
ら
明
銅
活
字
本
の
転
写
と
推
さ
れ
る
が
、
海
彼
の
書
誌
学
に
疎
い
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
識
者
の
お
教
え
を
乞
う
。
さ
ら
に
陸

子
遹
識
語
に
よ
り
、
陸
心
源
の
十
萬
巻
楼
本
と
し
て
渡
来
し
た
こ
の
書
物
に
は
、
紹
定
元
年
刊
本
↓
張
氏
張
氏
銅
活
字
本
↓
陸
樹
声
旧
蔵

本
の
系
譜
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

先
に
触
れ
た
如
く
、
海
彼
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
王
仁
裕
序
・
標
目
一
覧
・
陸
子
遹
跋
を
持
た
な
い
。
ゆ
え
に
十
萬
巻
楼
本
の
特
異
な
点

は
、
明
鈔
本
な
が
ら
陸
子
遹
跋
を
持
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
紹
定
元
年
刊
本
を
遠
い
祖
先
と
し
て
明
記
し
、
本
朝
遺
存
の
伝
本
に
近
い
と
こ

ろ
の
、
そ
の
構
成
に
あ
る
。
確
か
め
う
る
限
り
日
中
を
通
し
て
最
も
古
い
写
本
た
る
こ
と
が
、
ま
た
大
き
な
価
値
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し

本
文
に
錯
綴
が
あ
り
、
第
一
丁
と
第
二
丁
の
間
に
第
四
・
三
丁
を
置
け
ば
、
正
し
く
読
め
る
。
さ
ら
に
、
唐
土
の
諸
本
で
は
分
巻
に
変
異

が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒
を
確
か
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
陸
氏
十
萬
巻
楼
本
に
よ
っ
て
、
顧
氏
文
房
小
説
本
の
そ
れ
が
一
定
の
支
え
を

持
ち
そ
う
な
こ
と
も
判
明
す
る
。
略
解
題
を
付
し
紹
介
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
、
黄
丕
烈
の
識
語
に
つ
い
て
は
、
西
泠
印
社
呉
氏
聚

珍
版
『
開
元
天
宝
遺
事
』
付
載
跋
文
・『
黄
丕
烈
蔵
書
題
跋
集
』
等
と
の
比
較
考
証
を
要
す
る
の
で
、
後
稿
に
譲
る
。



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
五
三

注（
１
）
井
上
宗
雄
「
文
明
後
期
の
歌
壇
」（『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』
第
七
章
）。

（
２
）
続
群
書
四
二
二
。『
亜
槐
集
』
は
巻
九
雜
上
に
「
李
太
白
水
ぐ
き
に
さ
く
と
み
し
夢
ま
さ
し
く
ぞ
こ
と
ば
の
花
と
世
に
匂
ひ
け
る
」

（
1063
）
と
し
て
小
異
あ
る
形
に
て
収
め
、
左
註
を
欠
く
。
よ
っ
て
家
集
に
よ
る
限
り
詠
歌
事
情
は
不
明
。

（
３
）『
文
明
年
中
応
制
詩
歌
』
中
、
他
に
『
開
元
天
宝
遺
事
』
を
引
い
た
可
能
性
の
あ
る
歌
は
「
楊
貴
妃　

教
国
滋
野
井
殿　

心
あ
り
て

花
も
情
け
や
ふ
か
み
草
人
の
手
ふ
れ
し
色
に
咲
け
ん　

花
に
た
と
へ
た
り
」
が
104
解
語
花
と
近
い
。
し
か
し
こ
れ
は
李
白
「
清
平

調
詞
」
あ
た
り
に
典
拠
を
求
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
諸
本
の
概
略
と
享
受
例
の
若
干
に
関
し
て
愚
文
「
本
文
と
引
用
と
―
『
開
元
天
宝
遺
事
』
こ
と
は
じ
め
―
」（『
文
献
学
の
栞
』
第

一
部
）
に
少
々
触
れ
た
の
で
、
本
稿
は
文
証
が
大
略
重
な
ら
な
い
よ
う
構
成
す
る
。

（
５
）
同
じ
歌
を
『
参
議
済
継
集
』
は
「
花
ゐ
る
鳥
の
お
ど
ろ
き
あ
へ
ぬ
花
の
す
ゞ
の
哀
あ
ら
し
に
か
ゝ
ら
ま
し
や
は
」（
753
）
と
す
る
。

『
為
広
詠
草
』
の
混
入
か
。

（
６
）
幸
田
露
伴
『
楊
貴
妃
』
に
も
描
か
れ
る
が
、
そ
の
出
典
は
『
酉
陽
雑
俎
』
か
『
楊
太
真
外
伝
』
か
で
あ
ろ
う
。『
開
元
天
宝
遺
事
』

を
引
い
て
は
い
な
い
。

（
７
）
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
に
よ
る
。

（
８
）
内
容
の
興
味
深
さ
に
よ
り
、
渡
来
す
れ
ば
好
ん
で
読
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
掛
け
値
な
し
の
管
見
で
は
、
南
北
朝
に
遡
る
享
受

例
を
見
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
唐
土
か
ら
か
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
か
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
舶
載
時
期
推
測
に
対
す
る
一

つ
の
示
唆
と
な
ろ
う
。

（
９
）
大
化
書
局
版
点
校
本
に
よ
る
。



一
五
四

（
10
）
注
（
４
）
の
愚
文
。

簡
校
『
開
元
天
宝
遺
事
』

凡
例

一
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
開
元
天
宝
遺
事
』（
一
三
―
二
―
二
）
を
底
本
と
し
て
翻
字
す
る
。
底
本
の
錯
簡
を
訂
し
並
べ
替
え
た
の
で
、
丁

付
け
の
数
字
が
一
部
整
序
し
な
い
。

一
、
底
本
の
表
記
を
可
能
な
限
り
尊
重
し
「
眀
・
明
、
旹
・
時
、
㠯
・
以
」
等
も
区
別
し
て
翻
字
す
る
が
、
表
記
の
具
体
相
を
技
術
的
に

再
現
し
得
な
い
場
合
は
、
適
宜
通
行
の
文
字
を
用
い
る
。

一
、
底
本
の
文
字
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
そ
の
右
傍
に
マ
マ
と
記
し
た
。

一
、
本
朝
の
流
布
本
た
る
寛
永
二
十
年
版
本
を
下
欄
に
比
校
し
、「
筯
―
筋
」
な
ら
ば
、
底
本
「
筯
」・
寛
永
版
本
「
筋
」
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
返
り
点
・
傍
訓
・
刊
記
は
対
校
せ
ず
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
適
宜
異
同
を
掲
げ
た
が
、
そ
の
全
て
に
は
及
ば
な
い
。
な

お
137
暖
玉
鞍
は
寛
永
版
本
に
本
文
を
欠
き
、
ま
た
逆
に
底
本
は
王
仁
裕
序
と
標
目
と
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
対
校
し
得
な
い
。

一
、
改
行
・
改
丁
は
底
本
に
従
い
、
丁
の
変
わ
り
目
は　

」（
数
字
）
を
以
て
示
す
。
オ
・
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ
丁
の
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
に
対
応

す
る
。

一
、
標
目
に
は
新
た
に
通
し
番
号
を
付
す
。

一
、
特
殊
な
文
字
・
底
本
の
損
傷
・
補
筆
等
の
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
箇
所
右
傍
に
＊
を
付
し
「
原
状
」
に
お
い
て
説
明
す
る
。



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
五
五

巻
上
―
ナ
シ

建
業
張
氏
銅
板
印
行
―
ナ
シ

１
玉
有
太
平
字
―
標
目
の
前
に
別
行
「
開
元
」
あ
り

其
鑿
―
鑿
其

拍
―
柏

眀
―
明　

元
之
―
元
崇

侍
御
―
侍
御
者　

輦
―
歩
輦

元
之
―
元
崇　

贒
―
賢

此
―
此
者

筯
―
筋

所
用
―
所
用
之　

璟
雖
―
雖

盖
―
蓋

開
元
天
寳
遺
事
卷
上

　
　
　
　
　
　
　
　

建
業
張
氏
銅
板
印
行

　

１
玉
有
太
平
字 

開
元
元
年
内
中
因
雨
過
地
潤
微
裂
至
夜
有
光
宿

衛
者
記
其
處
所
暁
乃
奏
之
上
令
其
鑿
地
得
寳
玉

一
片
如
拍
板
様
上
有
古
篆
天
下
太
平
字
百
僚
稱

賀
收
之
内
庫

　

２
歩
輦
召
學
士

眀
皇
在
便
殿
甚
思
姚
元
之
論
時
務
七
月
十
五
日	

」（
一
オ
）

雨
不
止
泥
濘
盈
尺
上
令
侍
御
擡
輦
召
學
士
來

時
元
之
爲
翰
林
學
士
中
外
榮
之
自
古
急
贒
待
士

帝
王
如
此
未
之
有
也

　

３
賜
筯
表
直

宋
璟
爲
宰
相
朝
野
人
心
歸
美
焉
時
春
御
宴
帝
以

所
用
金
筯
令
内
臣
賜
璟
璟
雖
受
所
賜

知
其
由 

未
敢
陳
謝
帝
曰
所
賜
之
物
非
賜
汝
金
盖
賜
卿
之



一
五
六

筯
表
卿
之
直
也
璟
遂
下＊

殿
拜
謝

　

４
截
鐙
留
鞭	

」（
一
ウ
）

姚
元
之
初
牧
荊
州
三
年
受
代
日
闔
境
吏
民
泣
擁

馬
首
遮
衜
使
不
去
所
登
之
馬
鞭
鐙
民
皆
截
留
之

以
表
瞻
戀
新
牧
具
奏
之
褒
詔
美
焉
就
賜
中
金
一

千
兩

　

５
慙
顔
厚
如
甲

進
士
楊
光
遠
惟
多
矯
餝
不
識
忌
諱
游
謁
王
公
之

門
干
索
權
豪
之
族
未
嘗
自
足
稍
有
不
從
便
多
誹

謗
常
遭
有
勢
者
撻
辱
畧
無
改
悔
時
人
多
鄙
之
皆

云
楊
光
遠
慙
顔
厚
如
十
重
鐡
甲
也	
」（
四
オ
）

　

６
七
寶
山
座

眀
皇
於
勤
政
樓
以
七
寶
裝
成
山
座
高
七
尺
召
諸

學
士
講
議
經
旨
及
時
務
者
得
升
焉
惟
張
九
齡
論

辨
風
生
升
此
座
餘
人
不
可
階
也
旹
論
美
之

元
之
―
元
崇　

吏
民
―
民
吏

使
不
去
―
不
使
去　

所
登
―
所
乗

具
―
具
其
事

鐡
―
銕

眀
―
明　

以
―
㠯

者
―
勝
者　

升
―
昇

升
―
昇　

旹
―
時



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
五
七

　

７
癡
贒 

右
拾
遺
張
方
囘
精
神
不
爽
時
人
呼
爲
癡
漢
子
每

朝
報
有
失
便
抗
䟽
論
之
精
彩
昂
然
進
不
懼
死
明 

皇
帝
以
爲
右
拾
遺
曰
張
方
囘
忠
贒
人
也

　

８
蜂
蝶
相
隨	

」（
四
ウ
）

都＊

中
名
姫
楚
蓮
香
者
國
色
無
雙
時
貴
門
子
弟
爭

相
詣
之
蓮
香
每
出
處
之
間
則
蜂
蝶
相
隨
盖
慕
其

香
也

　

９
掃
雪
迎
賓

巨
豪
王
元
寳
每
至
冬
大
雪
之
際
令
僕
夫
自
本
家

坊
巷
掃
雪
爲
徑
路
躬
親
立
于
坊
巷
前
迎
揖
賓
客

就
本
家
具
酒
炙
宴
樂
之
爲
暖
寒
之
會

　

10
夢
虎
之
妖

周
象
者
好
畋
獵
後
爲
汾
陽
令
忽
夢
一
乳
虎
相
逼	

」（
三
オ
）

驚
而
睡
覺
因
茲
染
病
後
有
僧
海
寧
者
因
過
象
門

贒
―
賢

帝
以
爲
―
常
謂　

曰
―
ナ
シ　

贒
―
賢

雙
―
双

盖
―
蓋

冬
―
冬
月

巷
―
巷
口　

徑
路
―
遙
路　

于
―
於

就
―
親
就

後
―
后　

一
―
ナ
シ

病
―
疾



一
五
八

謂
隣
叟
曰
所
居
有
妖
氣
久
則
不
可
救
也
隣
叟
遂

聞
於
象
象
召
僧
令
視
之
僧
曰
當
與
君
禳
之
遂
擇

日
設
壇
持
劍
禹
歩
誦
呪
自
大
門
而
入
至
于
寢＊

所

遶
患
人
數
遍
而
叱
之
忽
於
床
下
作
一
虎
聲
家
人

悉
驚
奔
散
周
象
不
覺
自
床
下
伏
死
於
地
僧
㠯
水

噀
之
須
臾
如
故

　

11
記
事
珠

開
元
中
張
說
爲
宰
相
有
人
惠
說
一
珠
紺
色
有
光	

」（
三
ウ
）

名
曰
記
事
珠
或
有
闕
忘
之
事
則
以
手
持
弄
此
珠

便
覺
精
神
開
悟
事
無
巨
細
渙
然
眀
暁
無
一
所
忘

說
秘
而
寶
之 

　

12
游
僊
枕 

龜
茲
國
進
奉
枕
一
枚
其
色
如
瑪
瑙
溫
溫
如
玉
其 

製
作
甚
朴
素
若
枕
之
則
十
洲
三
島
五
湖
四
海
盡 

在
夢
中
所
見
帝
因
名
爲
游
僊
枕
後
賜
與
楊
國
忠

所
居
―
此
居

象
象
―
象
々

于
―
於

遍
―
偏

不
覺
―
亦
不
覺　

㠯
―
以

惠
說
―
惠
於
說

精
神
―
心
神　

眀
―
明　

無
一
―
一
無

寶
之
―
至
寶
也

僊
―
仙

瑪
瑙
―
碼
　

溫
溫
―
温
々

朴
―
撲　

島
―
嶋　

五
湖
四
海
―
四
海
五
湖

名
―
立
名　

僊
―
仙



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
五
九

　

13
隨
蝶
所
幸

開
元
末
明
皇
每
至
春
時
旦

宴
於
宮
中
使
嬪
妃	

」（
二
オ
） 

軰
爭
揷
美

帝
親
捉
粉
蝶
放
之
隨
蝶
所
止
幸
之 

後
因
楊
妃
專
寵
不
復
此
戯
也

　

14
記
惡
碑

盧
奐
累
任
大
郡
皆
顯
治
聲
所
至
之
處
畏
如
神
眀

或
有
無
良
惡
跡
之
人
必
行
嚴
斷
仍
以
所
犯
之
罪 

刻
石
立
本
人
門
首
再
犯
處
于
極
刑
民
間
畏
懼
絶

無
犯
灋
者
眀
皇
知
其
能
官
賜
中
金
五
千
兩
璽
詔

褒
諭
焉
故
民
間
呼
其
石
爲
記
惡
碑

　

15
自
暖
盃	
」（
二
ウ
）

内
庫
有
一
酒
盃
而
有
青
色
紋
如
亂
絲
其

如
紙

于
盃
足
上
有
鏤
金
字
名
曰
自
暖
盃
上
令
取
酒
注

之
溫
溫
然
有
氣
相
次
如
沸
湯
遂
取
於
内
藏

嬪
妃
―
媚
妃

軰
―
輩　

美
花
―
艶
花

不
―
遂
不

眀
―
明

于
―
於

灋
―
法　

眀
―
明　

五
千
―
五
十

而
有
青
色
紋
―
青
色
而
有
紋

于
―
於

溫
溫
―
温
々



一
六
〇

　

16
辟
寒
犀

開
元
二
年
冬
至
交
趾
國
進
犀
一
株
色
黄
如
金
使

者
謂
㠯
金
盤
置
於
殿
中
溫
溫
然
有
暖
氣
襲
人
上

問
其
故
使
者
對
曰
此
辟
寒
犀
也
頃
自
隋
文
帝
時

本
國
曾
進
一
株
直
至
今
日
上
悅
厚
賜
之

　

17
傳
書
鴿	

」（
五
オ
）

張
九
齡
少
年
時
家
養
群
鴿
每
與
親
知
書
信
往
往

只
以
書
繋
鴿
足
上
依
所
教
處
之
飛
往
投
之
九
齡

目
爲
飛
奴
時
人
無
不
愛
訝

　

18
牽
絲
取
婦

郭
元
振
少＊

時
美
丰
姿
有
才
藝
宰
相
張
嘉
正
欲
納
爲

婿
元
振
曰
知
公
門
下
有
女
五
人
未
知
孰
陋
事
不

可
倉
卒
更
待
視
之
張
曰
吾
女
各
有
姿
色
即
不
知

誰
是
匹
耦
㠯
子
風
骨
竒
秀
非
常
人
也
吾
欲
令
五 

女
各
持
一
絲
幔
前
使
子
取
便
牽
之
得
者
爲
婿
元	

」（
五
ウ
）

振
忻
然
從
命
遂
牽
一
紅
絲
線
得
第
三
女
大
有
姿

株
―
枚

謂
―
請　

㠯
―
以　

溫
溫
然
―
温
々
然

株
―
枚　

悅
―
甚
悅

往
往
―
往
々

足
上
―
足
下　

處
之
―
之
處

目
―
目
之

牽
絲
―
牽
紅
絲　

取
―
娶

丰
姿
―
風
姿

陋
事
―
陋
土

匹
耦
―
匹
偶　

㠯
―
以　

五
―
吾

幔
―
慢

忻
然
―
欣
然



陸
氏
十
萬
巻
楼
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開
元
天
宝
遺
事
』

一
六
一

色
後
果
隨
夫
貴
逹
也

　　

19
豪
友

長
安
富
民
王
元
寳
楊
崇
義
郭
萬
金
等
國
中
巨
豪

也
各
以
延
納
四
方
多
士
兢
于
供
送
在
朝
名
僚
往

往
出
于
門
下
每
科
場
文
士
集
於
數
家
時
人
目
之

爲
豪
友

　

20
喚
鐡

太
白
山
有
隱
士
郭
休
字
退
夫
有
運
氣
絕
粒
之
術	

」（
六
オ
）

於
山
中
建
茅
屋
百
餘
間
有
白
雲
亭
煉
丹
洞
注
易

亭
修
眞
亭
朝
玄＊

壇
集
神
閣
每
於
白
雲
亭
與
賓
客

看
山＊

禽
野
獸
即
㠯
槌
擊
一
鐡
片
子
其
聲
清
響
山

中
鳥
獸
聞
之
集
於
亭
下
呼
爲
喚
鐡

　

21
鸚
鵡
告
事

長
安
城
中
豪
民
楊
崇
義
者
家
冨
數
世
服
玩
之
具

僭
於
王
公
崇
義
妻
劉
氏
有
國
色
與
隣
舎
兒
李
弇

果
―
果
然

萬
金
―
万
金

兢
―
競　

于
―
於　

在
朝
―
朝
之　

名
僚
―
名
寮

于
―
於

鐡
―
鉄

絕
粒
―
絶
粧

煉
―
練

野
―
埜　

㠯
―
以　

鐡
―
銕

鐡
―
銕

豪
民
―
有
豪
民　

服
玩
―
眼
玩　

具
―
属



一
六
二

私
通
情
甚
於
夫
遂
有
意
欲
害
崇
義
忽
一
日
醉
歸

寢
於
室
中
劉
氏
與
李
弇
同
謀
而
害
之
埋
於
枯
井	

」（
六
ウ
）

中
其
時
僕
妾
軰
並
無
所
覺
惟
有
鸚
鵡
一
隻
在
堂

前
架
上
洎
殺
崇
義
之
後
其
妻
却
令
僮
僕
四
散
出

尋
覔
其
夫
遂
經
府
陳
詞
言
其
夫
不
歸
竊
恐
爲
人

所
害
府
縣
官
吏
日
夜
捕
賊
渉
疑
之
人
及
僮
僕
軰

經
考
捶
者
百＊

數
人

究
其
弊
後
來
縣
官
再
詣
崇

義
家
檢
校
其
架
上
鸚
鵡
忽
然
聲
屈
縣
官
遂
取
於

臂
上
因
問
其
故
鸚
鵡
曰
殺
家
主
者
劉
氏
李
弇
也

官
吏
等
遂
執
縛
劉
氏
及
捕
李
弇
下
獄
依
刑
處
死

封
鸚
鵡
爲
綠
衣
使
者
付
後
宮
養
喂
張
說
後
爲
綠	

」（
七
オ
）

衣
使
者
傳
好
事
者
傳
之

　

22
瑞
炭

西
凉
國
進
炭
百
條
各
長
尺
餘
其
炭
青
色
堅
硬
如

鐡
名
之
曰
瑞
炭
焼
于
爐
中
無
焰
而
有
光
每
條
可 

焼
十
日
其
熟
氣
逼
人
不
可
近
也

歸
―
皈

一
隻
―
一
雙

僮
―
童　

出
―
ナ
シ

經
府
―
往
府　

歸
―
皈　

恐
―
慮

僮
―
童　

軰
―
輩

考
捶
―
拷
捶　

縣
官
―
縣
官
等

撿
校
―

　

聲
屈
―
聲
出

下
獄
―
下
獄
備
招
情
款
府
尹
具
事
案
奏
聞
明
皇
歎
訝
久
之
其
劉
氏
李
弇

喂
―
餵

使
―
侍

鐡
―
銕　

于
―
於

熟
氣
―
熱
氣　

不
可
―
而
不
可



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
六
三

　

23
敲
氷
煑

逸
人
王
休
居
太
白
山
下
日
與
僧
衜
異
人
徃
還
每

至
冬
時
取
溪
氷
敲
其
精
瑩
者
煑
建

共
賓
客
飲

之	

」（
七
ウ
）

　

24
物
外
游

王
休
高
尚
不
親
勢
利
常
與
名
僧
數
人
或
跨
驢
或

騎
牛
尋
訪
山
水
自
謂
結
物
外
之
游＊

　

25

妖

初
有
木

植
于
沉
香
亭
前
一
日
其

忽
開
一

枝
兩
頭
朝
則
深
碧
午
則
深
紅

則
深
黄
夜
則
粉

白
晝
夜
之
内
香
色
各
異
帝
曰
此

木
之
妖
不
足

訝
也 

　

26

上
金
鈴	

」（
八
オ
）

天
寶
初
寧
王
日
侍
好
聲
樂
風
流
醞
藉
諸
王
弗
如

也
至
春
時
于
後
園
中
紉
紅
絲
爲
繩
密
綴
金
鈴
于

―
茶

外
遊
―
外
之
遊

游
―
遊

于
―
於　

一
日
其

―
其

一
日

朝
則
深
碧
午
則
深
紅
―
朝
則
深
紅
午
則
深
碧

色
―
艶　

帝
曰
―
帝
謂
左
右
曰

也
―
之

26
花
上
金
鈴
―
標
目
の
前
に
「
天
寶
遺
事
上
」
の
題
あ
り

醞
藉
―
蘊
藉

于
後
園
―
於
后
園　

紉
―
結　

于
―
繋
於



一
六
四

梢
之
上
每
禽
鳥
翔
集
則
令
園
吏
掣
鈴
索
以
驚

之
盖
惜＊

之
故
也
諸
宮
皆
效
之

　

27
七
寶
研
鑪

内
庫
中
有
七
寶
研
鑪
一
所
曲
盡
其
巧
每
至
冬
寒

研
涷
置
于
鑪
上
硯
氷
自
消
不
勞
置
火
冬
月
帝
常

用
之

　

28
燭
妖	

」（
八
ウ
）

寧
王
好
聲
色
有
人
献
燭
百
炬
似
蠟
而
膩
似
脂
而

硬
不
知
何
物
所
造
也
每
至
夜
筵
賓
妓
座
間
酒
酣

作
狂
其
燭
則
昏
昏
然
如
物
所
掩
罷
則
復
明
矣

測
其
恠
也

　

29
夢
玉
燕
投
懐

張
說
母
夢
有
一
玉
燕
自
東
南
飛
來
投
入
懐
中
而

有
孕
生
說
果
爲
宰
相
至
貴
之
祥
也

毎
禽
鳥
―
毎
有
鳥
鵲　

掣
―
製

盖
―
蓋　

效
―
効

鑪
―
爐

鑪
―
爐

涷
―
凍　

于
鑪
―
於
爐

燭
妖
―
妖
燭

座
間
―
間
座

昏
昏
―
昏
　々

明
―
ナ
シ

恠
―
怪

燕
―
鷰　

標
目
の
下
に
細
字
注
「
張
說
封
燕
公
何
先
兆
之
明
乎
」

燕
―
鷰

至
貴
―
其
至
貴



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
六
五

　

30
饞
燈

南
中
有
魚
肉
少
脂
多
彼
中
人
取
魚
焼
煉
爲
油
或	

」（
九
オ
）

將
照
紡
績
機
杼
則
暗
而
不
眀
使
照
筵
宴
飮
食
而

分
外
光
明
號
爲
饞
魚
燈 

　

31
助
嬌 

御

新
有
千

桃

帝
親
拆
一
枝
揷
於
妃
子
寳

髻
曰
此
箇

眞
能
助
嬌
態
也

　

32
病
鏡

法
善
有
一
鐡
鏡
鑑
物
如
水
人
每
有
疾
病
以
鏡

照
之
盡
見
臓
肺
中
所
滯
之
物
後
以
藥
瘳
之
竟＊

痊
瘥	
」（
九
ウ
）

　

33
助
情

眀
皇
正
寵
妃
子
不
視
朝
政
安
祿
山
初
承
聖

因

進
助
情

香
百
粒
大
小
如
粳
米
而
色
紅
每
當
寢

處
之
際
則
含
香
一
粒
助
情
發
興
筋
力
不
倦
帝
秘

30
饞
燈
―
標
目
の
下
に
細
字
注
「
饞
土
咸
反
食
不
慊
也
饕
」

少
―
少
而　

焼
―
脂

紡
績
―
紡
緝　

眀
―
明　

使
―
或
使　

飲
食
―
造
飲
食　

而
―
則

明
―
ナ
シ　

號
―
人
号

助
嬌
―
助
嬌
花

拆
―
折

髻
―
冠
上　

眞
―
尤

病
鏡
―
照
病
鏡

鐡
―
鉄　

鑑
―
鑒

臓
肺
―
臓
腑　

瘳
―
療　

竟
―
竟
至

眀
―
明　

承
―
取

香
―
ナ
シ

興
―
ナ
シ
、
空
格
と
す
る



一
六
六

之
曰
此
亦
漢
之
愼
恤
膠
也

　

34
眼
色
媚
人

念
奴
者
有
姿
色
善
歌
唱
未
嘗
一
日
離
帝
左
右
每

執
板
當
席
顧
眄
左
右
帝
謂
妃
子
此
女
妖
麗
眼
色

媚
人
每
囀
歌
喉
則
聲
出
於
朝
霞
之
上
雖
鍾
鼓
笙	

」（
一
〇
オ
）

竽
嘈
襍
而

能
遏
宮
妓
爲
中
帝
之
鐘
愛
者

　

35
警
惡
刀

貴
妃
父
楊
玄
琰
少
時
嘗
有
一
刀
每
出
入
於
衜
塗

間
多
佩
此
刀
或
前
有
惡
獸
盗
賊
則
所
佩
之
刀
鏗

然
有
聲
似
警
人
也
玄
琰
寳
之

　

36
夢
中
有
孕

楊
國
忠
出
使
于
江
浙
其
妻
思
念
至
深

成
疾

忽
晝
夢
與
國
忠
交
因
有
孕
後
生
男
名
朏
洎
至
國

忠
使
歸
其
妻
具
述
夢
中
之
事
國
忠
曰
此
盖
夫
妻	

」（
一
〇
ウ
）

相
念
情
感
所
致
時
人
無
不
譏
誚
之

恤
―
䘏

鍾
鼓
―
鐘
皷

襍
―
雑　

爲
―
ナ
シ　

者
―
之

人
―
於
人

于
―
於　

―
ナ
シ

因
―
因
而　

後
―
后

盖
―
蓋

之
―
也



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
六
七

　

37
金
籠
蟋
蟀

每
至
秋
時
宮
中
妃
妾
軰
皆
㠯
小
金
籠
捉
蟋
蟀
閉

於
籠
中
置
之
枕
凾
夜
畔
聽
其
聲
庶
民
之
家
亦
皆

效
之

　

38
燭
奴

申
王
亦
務
奢
侈
盖
時
使
之
然
每
夜
宮
中
與
諸
王

貴
戚
聚
宴
㠯
龍
檀
香
彫
成
獨
髪
童
子
衣
以
綠
袍

繫
之
束
帶
使
執
畫
燭
列
立
於
宴
席
之
側
目
爲
燭	

」（
一
一
オ
）

奴
諸
宮
貴
戚
之
家
皆
效
之

　

39
醉
醒

興
慶
池
南
岸
有

數
叢

紫
而
心
殷
有
一
人
醉

過
於
池
傍
不
覺
失
其
酒
態
後
有
醉
者
摘

嗅
之

立
然
醒
悟
故
爲
醉
醒

　

40
盆
池
魚

眀
皇
以
李
林
甫
爲
相
後
因
召
張
九
齡
問
可
否
九

㠯
―
以

夜
畔
―
畔
夜　

亦
―
ナ
シ

效
―
効

盖
―
蓋

㠯
―
以　

香
―
木　

袍
―
衣
袍

效
―
効

醉
醒
―
醒
醉

池
―
　

失
其
―
失
於　

後
―
后

然
―
而　

爲
―
目
爲　

醉
醒
―
醒
醉

眀
―
明　

後
―
后



一
六
八

齡
曰
宰
相
之
職
四
海
具
瞻
若
任
人
不
當
則
國
受

其
殃
只
如
林
甫
爲
相
然
寵
權
出
宸
衷
臣
恐
他
日	

」（
一
一
ウ
）

之
後
禍
延
宗
社
帝
意
不
恱
忽
一
日
帝
曲
宴
近
臣

於
禁

中
帝
指
九
齡
林
甫
曰
檻
前
盆
池
中
新
養

魚
數
頭
鮮
活
可
愛
林
甫
曰
頼
陛
下
恩
波
所
養
九

齡
曰
盆
池
之
魚
由
陛
人マ
マ

任
人
他
但
能
装
景
致
助

兒
女
之
戲
爾
帝
甚
不
恱
時
人
皆
美
九
齡
之
忠
直

　

41
看

馬

長
安
俠
少
年
每
至
春
時
結
朋
聯
黨
各
置
矮
馬
餝

㠯
錦

金

並
轡
於

樹
下
往
來
使
僕
從
執
酒

皿
而
從
之
遇
好

前
駐
馬
而
飲	
」（
一
二
オ
）

　

42
香
飢マ
マ

暖
手

岐
王
少
惑
女
色
每
至
冬
寒
手
冷
不
近
于
火
惟
於

妙
妓
懐
中
揣
其
肌
膚
稱
爲
暖
手
常
日
如
是

後
―
后

指
―
指
示
於

陛
人
―
陛
下

爾
―
尓

少
年
―
少

㠯
―
以　

―
絡　

樹
―

木

皿
―
盃　

而
從
―
隨　

花
―
酒　

前
駐
―
則
駐

飢
―
肌

于
―
於

揣
―
探　

常
―
當



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
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元
天
宝
遺
事
』

一
六
九

　

43
金
衣
公
子

眀
皇
每
于
禁

中
見
黄
鶯
常
呼
之
爲
金
衣
公
子

　

44

裀

學
士
許
愼
選
放
曠
不
拘
小
節
多
與
親
友
結
每
于

圃
中
未
嘗
具
帷
幄
坐
設
具
使
僕
僮
軰
聚

鋪
于
座
下
愼
選
曰
吾
自
有

裀
何
消
坐
具	

」（
一
二
ウ
）

　

45
銷
恨

眀
皇
于

中
初
有
千

桃
盛
開
帝
與
貴
妃
日
逐

宴
于
樹
下
帝
曰
不
獨

忘
憂
此

亦
能
銷
恨

　

46
醉
輿

申
王
每
醉
即
使
宮
妓
將
錦
綵
結
一
兠
子
令
宮
妓

軰
舁
擡
歸
寢
室
本
宮
呼
爲
醉
輿

　

47
妓
圍

申
王
每
至
冬
月
風
雪

寒
之
際
使
宮
妓
密
圍
於

眀
―
明　

于
―
於

毎
于
―
宴
於

坐
設
具
―
設
坐
具　

僕
僮
―
童
僕

于
―
於　

消
―
須

眀
―
明　

于
―
於　

―
林
苑

于
―
於

舁
擡
―
擡
舁　

爲
―
日

風
雪
―
有
風
雪　

圍
―
囲



一
七
〇

坐
側
㠯
禦
寒
氣
自
呼
爲
圍	

」（
一
三
オ
）

　

48
風
流

澤

長
安
有
平
康
坊
妓
女
所
居
之
地
京
都
俠
少
萃
集

於
此
兼
每
年
新
進
士
㠯
紅
牋
名
紙
游
謁
其
中
時

人
謂
此
坊
爲
風
流

澤

　

49
依
氷
山

楊
國
忠
權
傾
天
下
四
方
之
士
爭
詣
其
門
有
進
士

張
彖
者
陜
州
人
也
力
學
有
大
名
志
氣
高
大
未
嘗

低
拆
於
人
人
有
勸
彖
令
修
謁
國
忠
可
圖
顯
榮
彖

曰
爾
軰
㠯
謂
楊
公
之
勢
倚
靠
如
泰
山
以
吾
所
見　

」（
一
三
ウ
）

乃
山
氷
也
或
皎
日
大
眀
之
際
則
此
山
當
誤
人
爾

後
果
如
其
言
時
人
美
張
生
見
幾
後
年
張
生
及
第

釋
褐
授

陽
縣
尉
令
太
守
倶
非
其
人
多
行
不
灋

張
生
有
吏
衜
勤
于
政
事
每
擧
一
事
則
太
守
令
尹

抑
而
不
從
張
生
曰
大
丈
夫
有
凌
霄
盖
世
之
志
而

拘
于
下
位
若
立
身
於
矮
屋
中
使
人
擡
頭
不
得
遂

㠯
―
以　

圍
―
妓
囲

康
―
庸

於
―
于　

㠯
―
以

有
―
ナ
シ

拆
―
折　

人
人
―
人
々

爾
輩
―
尓
軰　

㠯
―
以　

泰
山
―
太
山

山
氷
―
氷
山　

日
―
白　

爾
後
―
尓
后

後
年
―
或
后
年

華
陽
縣
―
華
陰　

令
―
時
縣
令　

灋
―
法

于
―
於　

擧
―
申
擧

盖
―
蓋

于
―
於



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
七
一

拂
衣
長
往
歸
遯
于
嵩
山

　

50
禽
擁
行
車

李
元
紘
開
元
初
爲
好
畤
令
賦
役
平
允
不
嚴
而
治　

」（
一
四
オ
）

大
有
政
聲
迁
潤
州
司
馬
發
離
百
里
士
民
號
泣
遮

路
烏
鵲
之
類
飛
擁
行
車
有
詔
褒
美
之

　

51
鏡
影
成
相
字

宋
璟
未
第
時
因
於
日
中
覽
鏡
鏡
影
忽
成
相
字
璟

因
此
自
負
遂
脩
相
業
後
如
其
志

　

52
知
更
雀

裴
耀
卿
勤
於
王
事
夜
看
案
牘
晝
决
獄
訟
常
養
一

雀
每
夜
至
初
更
有
聲
至
五
更
則
急
鳴
耀
卿
呼
爲

知
更
雀
又
于
廳
前
有
一
大
桐
樹
至
暁
則
有
群
鳥　

」（
一
四
ウ
）

翔
集
以
此
爲
出
廳
之
候
故
呼
爲
報
暁
鳥
時
人
美

焉

歸
―
歸
遯　

于
―
於　

嵩
山
―
崧
山

聲
―
声　

遷
―
迁　

號
―
号

鏡
鏡
―
鏡
々

後
―
后

訟
―
詔

初
更
―
初
更
時　

聲
―
声

于
―
於



一
七
二

　

53
枯
松
再
生

明
皇
遭
祿
山
之
亂
鑾
輿
西
幸
禁
林
中
枯
松
復
生

枝

葱
倩
宛
若
新
植
者
後
肅
宗
平
内
難
重
興
唐

祚
枯
松
再
生
祥
不
誣
矣

　

54
顛
飲

長
安
進
士
鄭
愚
劉
參
郭
保
衡
王
冲
張
衜
隱
等
十

數
軰
不
拘
禮
節
旁
若
無
人
每
春
時
選
妖
妓
三
五	

」（
一
五
オ
）

人
乗
小
犢
車
名
園
曲
沼

躶
形
去
其
巾
帽
叫＊

笑
喧
呼
自
謂
之
顛
飲

　

55
選
壻
窓

李
林
甫
有
女
六
人
各
有
姿
色
雨
露
之
家
求
之
不

允
林
甫
廳
事
壁
間
開
一
横
窻
飾
以
襍
珠
縵
以
絳

紗
常
日
使
六
女
戲
于
下
每
有
貴
族
子
弟
入
謁
林

甫
即
使
女
於
窻
中
自
選
可
意
者
事
之

亂
―
乱　

禁
―
ナ
シ

倩
―
蒨　

後
―
后

祚
―
祈

隱
―
陰

軰
―
輩

名
園
―
指
名
園　

沼
―
詔　

―
巾

笑
―
咲

廳
事
―
有
廳
事　

窻
―
窓　

襍
珠
―
雜
寳

于
下
―
於
窓
下

窻
―
窓



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
七
三

　

56
四
方
神
事

姚
元
崇
爲
宰
相
憂
國
如
家
愛
民
如
子
未
嘗
私
於	

」（
一
五
ウ
）

喜
怒
惟
以
忠
孝
爲
意
四
方
之
民
皆
畫
元
崇
之
神

事
焉
求
之
有
福

　

57
立
有
禍
福

廬
奐
爲
陜
州
刺
史
嚴
毅
之
聲
聞
於
關
内
玄
宗
幸

京
師
次
陜
城
頓
知
奐
有
神
政
御
賛
筆
於
廳
事
曰

專
文
之
重
分
陳
之
雄
人
遇
惠
愛
性
實
謙
沖
亦
既

利
物
右
民
匪
躬
斯
爲
國
寳
不
墜
家
風
尋
除
兵
部

侍
郎
陜
州
之
民
多
有
滛
祀
者
州
之
民
相
語
曰
不

須
賽
神
明
不
必
求
巫
祀
爾

犯
盧
公
立
便
有
禍	
」（
一
六
オ
）

福
　

58
移
春
檻

楊
國
忠
子
弟
春
至
之
時
求
名

異
木
植
於
檻
中

以
板
爲
底
以
木
為
輪
使
人
牽
之
自
轉
所
至
之
處

檻
在
目
前
便
即
歡
賞
目
之
爲
移
春
檻

神
―
真
神

賛
筆
―
筆
賛

專
文
―
方
丈　

陳
―
陜　

沖
―
冲

右
民
―
在
乎　

墜
―
隊

民
相
語
―
民
士
相
語

爾
―
尒　

盧
―
盧
奐

春
―
毎
春

所
―
新

即
―
使



一
七
四

　

59
氷
山
避
暑

楊
氏
子
弟
每
至
伏
中
取
大
氷
使
匠
琢
爲
山
周
圍

於
席
間
座
右
雖
酒
酣
而
各
有
寒
色
亦
有
挾
纊
者 

其
驕
貴
如
此	

」（
一
六
ウ
）

　

60
戯
擲
金
錢

内
庭
嬪
妃
每
至
春
時
各
於
禁
中
結
伴
三
人
至
五

人
擲
金
銭
爲
戯
盖
孤
悶
無
所
遣
也 

　

61
射
團

宮
中
每
到
端
午
節
造
粉
團
⻆
黍
貯
於
金
盤
中
以

小
角
造
弓
子
繊
妙
可
愛
架
箭
盤
中
者
得
食
盖
粉

團
滑
膩
而
艱
射
也
都
中
盛
于
此
戯	

」（
一
七
オ
）

開
元
天
寶
遺
事
卷
上
終	

」（
一
七
ウ
）

開
元
天
寳
遺
事
卷
下

楊
氏
―
楊
國
氏　

圍
―
囲

席
―
宴
席　

各
―
若

驕
貴
―
臨
驕　

此
―
此
也

各
―
名

盖
―
蓋

盤
中
者
―
射
盤
中
粉
團
中
者　

盖
―
蓋

艱
―
難　

于
―
於

開
元
天
寶
遺
事
卷
上
終
―
ナ
シ

開
元
天
寳
遺
事
卷
下
―
天
寳
遺
事
卷
下



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
七
五

　

62
探
官

都
中
每
正
月
十
五
日
造
麪＊

蠒
以
官
位
帖
子
卜
官

位
髙
下
或
賭
筵
宴
以
爲
戯
笑

　

63
撤
去
燈
燭

蘇
頲
與
李
義＊

甫
對
掌
文
誥
玄
宗
顧
念
之
深
也
八

月
十
五
日
夜
于
禁
中
直
宿
諸
學
士
翫
月
備
文
字

之
酒
宴
時
長
天
無
雲
月
色
如
晝
蘇
曰
清
光
可
愛

何
用
燈
燭
遂
使
撤
去	

」（
一
八
オ
）

　

64
刀
槍
自
鳴

武
庫
中
刀
槍
自
鳴
識
者
以
爲
不
祥
之
兆
後
果
有

祿
山
之
亂
大
駕
西
幸
之
應
也

　

65
冨
窟

王
元
寳
都
中
巨
豪
也
常
以
金
銀
疊
爲
屋
壁
上
㠯

紅
泥
之
又
於
宅
中
置
一
禮
贒
堂
以
沉
香
爲
軒
檻

以
碔
砆
甃
地
面
以
錦
文
石
爲
柱
礎
又
以
銅
線
穿

每
―
每
至

笑
―
咲

義
甫
對
―
封

日
夜
―
夜　

于
―
於　

字
―
ナ
シ

之
酒
―
酒
之

燈
―
灯

之
―
ナ
シ　

後
―
后

㠯
―
以

贒
―
賢　

香
―
檀



一
七
六

錢
甃
於
後
園

徑
中
貴
其
泥
雨
不
滑
也
四
方
賓

客
所
至
如
歸
故
時
人
呼
爲
王
家
冨
窟	

」（
一
八
ウ
）

　

66
床
畔
香
童

元
寳
好
賓
客
務
於

侈
器
玩
服
用
僣
於
王
公
而

四
方
之
士
盡
歸
仰
焉
常
於
寢
帳
床
前
置
矮
童
二

人
捧
七
寳
愽
山
爐
自
暝
焼
香
徹
暁
其
驕
貴
如
此

　

67
龍
皮
扇

元
寳
家
有
一
皮
扇
子
製
作
甚
質
每
暑
月
宴
客
即

以
此
扇
子
置
於
坐
前
使
新
水
灑
之
則
颯
然
生
風

酒
之
間
客
有
寒
色
遂
命
撤
去
眀
皇
亦
曾
差
中

使
去
取
看
愛
而
不
受
帝
曰
此
龍
皮
扇
子
也	

」（
一
九
オ
）

　

68
夢
筆
頭
生

李
太
白
少
旹
夢
所
用
之
筆
頭
上
生

後
天
才
贍

逸
名
聞
天
下

後
―
后　

径
―
逕

歸
―
皈

元
寳
―
王
元
寳

歸
―
歸
而　

寢
―
寐　

置
―
ナ
シ

焼
―
焚

元
寳
―
王
元
寳

坐
―
座　

生
風
―
風
生

眀
―
明

筆
―
笔

旹
―
時　

筆
―
笔　

後
―
后



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
七
七

　

69
醒
酒

明
皇
與
貴
妃
幸

清
宮
因
宿
酒
初
醒
凭
妃
子
肩

同
看
木

藥
上
親
折
一
枝
與
妃
子

嗅
其
艶
帝

曰
不
惟

忘
憂
此

香
艶
尤
醒
酒

　

70
蛛
絲
卜
巧

帝
與
貴
妃
每
至
七
月
七
日
夜
在

清
宮
游
宮
時	

」（
一
九
ウ
）

宮
女
軰
陳
瓜

酒
饌
列
于
庭
中
求
恩
于
牽
牛
織

女
星
也
又
各
捉
蜘
蛛
閉
于
小
合
中
至
暁
開
視
蛛

絲
稀
密
㠯
爲
得
巧
之
候
密
者
言
巧
多
稀
者
言
巧

少
民
間
亦
效
之

　

71
夜
明
杖

隱
士
郭
休
有
一
拄
杖
色
如
朱
漆
叩
之
則
有
聲
每

出
處
遇
夜
則
此
杖
有
光
可
照
十
歩
之
内
登
危
陟

險
未
嘗
失
足
盖
拄
杖
之
力
也

貴
―
ナ
シ

草
―
屮　

尤
―
亦
能

宮
―
宴

軰
―
輩　

于
庭
中
―
於
庭
中　

于
牽
牛
―
於
牽
牛

于
―
於

絲
―
網　

㠯
―
以

效
―
効

杖
―
枝

拄
―
柱　

漆
―
染　

則
―
ナ
シ　

聲
―
声

陟
―
渉

失
足
―
足
失　

盖
―
蓋　

拄
―
ナ
シ　

也
―
焉



一
七
八

　

72
郡
神
迎
路	

」（
二
〇
オ
）

張
開
爲

州
刺
史
至
郡
界
風
雨
暝
晦
不
辨
面
目

唯
聞
空
中
有
殿
喝
之
聲
相
次
雲
中
有
衣
紫
披
甲

冑
者
十
數
人
開
問
其
故
對
曰
某
荊
州
内
外
所
主

之
神
久
仰
使
君
令
名
故
相
率
迎
引
到
任
謁
廟
後

各
致
祭
謝
及
建
餝
廟
貌
自
此
政
譽
尤
善
也

　

73
縣
妖
破
膽

李
果
迁
洛
陽
令
嚴
刑
崚
灋
民
吏
畏
服
縣
之
積
弊

杲
盡
革
之
踰
月
之
中
縣
務
清
簡
時
有
進
士
劉
兼

赴
擧
上
都
舎
於
村
邸
至
夜
中
聞
戶
外
街
衢
中
有	
」（
二
〇
ウ
）

數
人
相
語
曰
李
令
今
之
正
人
也
吾
軰
見
其
行
事

威
猛
令
人
破
膽
此
中
不
可
久
居
冝
迁
於
他
邑
可

求
血
食
也
兼
訝
其
事
遂
諬
門
視
寂
無
影
響
方
知

乃
邑
之
神
妖
也
兼
遂
書
讃
一
首
於
村
邸
壁
云
狡

吏
畏
威
縣
妖
破
膽
好
錄
政
聲
關
於
御
覧
後
眀
皇

旌
其
能
賜
金
百
兩
及
章
服
焉

聲
―
声

開
―
ナ
シ

使
―
史　

後
―
后

廟
―

迁
―
迁　

灋
―
法

杲
―
果　

劉
―
刘

衢
中
―
衢

李
令
―
李
果　

今
之
―
今
古　

軰
―
輩

視
―
視
之

神
妖
―
妖
神　

讃
―
賛　

壁
―
之
壁

聲
―
声　

關
於
―
聞　

後
―
后　

眀
―
明



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
七
九

　

74
泥
金
帖
子

新
進
士
纔
及
第
以
金
泥
書
帖
子
附
於
家
中
用
報

登
科
之
喜
至
文
宗
朝
寢
削
此
儀
也	

」（
二
一
オ
）

　

75
喜
信

新
進
士
每
及
第
以
泥
金
書
帖
子
附
于
家
中
書
至

郷
曲
親
戚
例
以
聲
樂
相
慶
謂
之
書
信
也

　

76
被
底
鴛
鴦

五
月
五
日
明
皇
避
暑
游
興
慶
池
與
妃
子
晝
寢
于

水
殿
中
宮
嬪
軰
凭
欄
倚
檻
爭
看
雌
雄
二
鸂
鶒
戲

於
水
中
帝
時
擁
貴
妃
於
綃
帳
内
謂
宮
嬪
曰
爾
等

愛
水
中
鸂
鶒
爭
如
我
被
底
鴛
鴦

　

77
半
仙
之
戲	

」（
二
一
ウ
）

天
寶
宮
中
至
寒
食
節
兢
竪
鞦
韆
令
宮
嬪
軰
戯
笑

以
爲
宴
樂
帝
呼
爲
半
僊
之
戯
都
中
士
民
因
而
呼

之

纔
―
才

寢
―
遂
寢

于
―
於

声
―
聲　

書
信
―
喜
信

于
―
於

軰
―
輩

綃
―
絹

兢
―
競　

笑
―
咲

僊
―
仙　

而
―
ナ
シ



一
八
〇

　

78
相
風
旌

五
王
宮
中
各
於
庭
中
竪
長
竿
挂
五
色
旌
於
竿
頭

旌
之
四
垂
綴
以
小
金
鈴
有
聲
即
使
侍
從
者
視
旌

之
所
向
可
以
知
四
方
之
風
候

　

79
占
雨
石

學
士
蘇
頲
有
一
錦
紋

石
鏤
爲
筆
架
常
置
於
硯	

」（
二
二
オ
）

席
間
每
天
欲
雨
即
此
石
架
津
出
如
汗
逡

而
雨

頲
以
此
常
爲
雨
候
固
無
差
矣

　

80
向
火
乞
兒

張
九
齡
見
朝
之
文
武
僚
屬
趨
附
楊
國
忠
爭
求
冨

貴
惟
九
齡
未
嘗
及
門
楊
甚
啣
之
九
齡
嘗
與
識
者

議
曰
今
時
之
朝
彦
皆
是
向
火
乞
兒
一
旦
火
盡
灰

泠
暖
氣
何
在
當
涷
屍
裂
膚
棄
骨
于
溝
壑
中
禍
不

遠
矣
果
然
祿
山
之
亂
附
炎
者
皆
罪
累
族
滅
不
可

勝
數
九
齡
之
先
見
信
夫
神
智
博
逹
也
向
火
言
附	

」（
二
二
ウ
）

炎
也

長
竿
―
長
竽　

挂
―
掛　

竿
頭
―
竽
頭

風
候
―
風
候
也

逡

―
逡
巡

之
―
ナ
シ　

屬
―
属　

趨
―
趍

嘗
與
―
常
與

今
―
令

泠
―
冷　

涷
―
凍　

膚
―
体　

棄
―
弃　

于
―
於

祿
山
―
因
祿
山

博
―
愽



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
八
一

　

81
結
棚
避
暑

長
安
冨
豪
劉
逸
李
閑
衛
曠
家
世
巨
豪
而
好
接
待

四
方
之
士
踈
財
重
義
有
難
者
必
救
眞
慷
慨
之
士

人
皆
歸
仰
焉
每
至
暑
伏
中
各
于
林
亭
内
植
畫
柱

㠯
錦
綺
結
爲
凉
棚
設
坐
具
召
長
安
名
妓
坐
間

相
延
請
爲
避
暑
之
會
時
人
無
不
愛
羨
也

　

82
氷
筯

冬
至
日
大
雪
至
午
雪
霽
有
晴
色
因
寒
所
結
簷
澑	

」（
二
三
オ
）

皆
爲
氷
條
妃
子
使
侍
兒
敲
下
二
條
看
玩
帝
自
晩

朝
視
政
囘
問
妃
子
曰
所
翫
何
物
耶
妃
子
笑
而
答

曰
妾
所
玩
者
氷
筯
也
帝
謂
左
右
曰
妃
子
聰
慧
比

衆
可
愛
也

　

83
鷄
聲
斷
愛

長
安
名
妓
劉
國
容
有
姿
色
能
吟
詩
與
進
士
郭
昭

述
相
愛
他
人

敢
窺
也
後
昭
述
釋
褐
授
天
長
簿

遂
與
國
容
相
別
詰
旦
赴
任
行
至
咸
陽
國
容
使
一

冨
豪
―
冨
家
子　

接
待
―
按
待

者
―
ナ
シ

于
―
於

㠯
―
以　

坐
間
―
間
坐

至
午
―
到
午

自
晩
―
自
暁

囘
―
廻　

翫
―
玩　

笑
―
咲

聰
慧
―
聡
惠　

比
衆
―
如
此

―
無　

後
―
后



一
八
二

女
僕
馳
矮
駒

短
書
云
懽
寢
方
濃
恨
鷄
聲
之
斷	

（
二
三
ウ
）

愛
恩
怜
未
洽
絆
馬
足
以
無
情
使
我
勞
心
因
君
減

食
再
期
後
會
以
結
齊
眉
長
安
子
弟
多
諷
誦
焉

　

84
占
風
鐸

岐
王
宮
中
於
竹
林
内
懸
璧
玉
片
子
每
夜
聞
玉
相

觸
之
聲
即
知
有
風
號
爲
占
風
鐸＊

　

85
山
猿
報
時

商
山
隱
士
高
太
素
累
徴
不
起
在
山
中
構
衜
院
二

十
餘
間
太
素
起
居
清
心
亭
下

林
脩
竹
奇

異

每
至
一
時
即
有
猿
一
枚
詣
亭
前
鞠
躬
而
啼
不	
」（
二
四
オ
）

易
其
候
太
素
因
目
之
爲
報
時
猿
具
性
平
有
如
此

此マ
マ

　

86
游
盖
飄
青
雲

長
安
春
時
盛
于
游
賞
園
林
樹
木
無
閒
地
故
學
士

蘇
頲
制
詩
云
飛
埃
結
紅
霧
游
盖
飄
青
雲
帝
覽
之

懽
―
歡

絆
―
歎

璧
―
碎　

聞
玉
―
聞
玉
片
子

號
―
号

茂
林
―
皆
茂
林　

脩
―
秀

草
―
卉

具
―
其　

平
―
也

于
―
於　

游
―
游　

閒
―
閑

游
―
游



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
八
三

嘉
賞
焉
遂
以
御

親
揷
頲
之
巾
上
時
人
榮
之

　

87
紅
氷

楊
貴
妃
初
承
恩
召
與
父
母
相
別
泣
涕
登
車
而
天	

」（
二
四
ウ
）

寒
泪
結
爲
紅
氷

　

88
投
金
錢
賭
寢

眀
皇
未
得
妃
子
宮
中
嬪
妃
軰
投
金
錢
賭
侍
帝
寢

以
親
者
爲
勝
召
入
妃
子
遂
罷
此
戯

　

89
精
神
頓
生

眀
皇
每
朝
政
有
闕
則
虗
懐
納
諫
大
開
士
路
早
朝

百
辟
趨
班
帝
見
張
九
齡
風
威
秀
整
異
于
衆
僚
謂

左
右
曰
朕
每
見
九
齡
使
我
精
神
頓
生

　

90
口
案

張
九
齡
累
歴
刑
獄
之
司
無
所
不
察
每
有
公
事
赴	

」（
二
五
オ
）

本
司
行
勘
胥
吏
軰
未
敢
訊
劾
先
取
則
于
九
齡
囚

而
―
時

泪
―
淚

金
錢
―
錢

眀
―
明　

軰
―
輩

眀
―
明

趨
―
趍　

于
―
於

軰
―
輩　

于
―
於



一
八
四

於
前
面
分
曲
直
口
撰
案
卷
囚
無
輕
重
咸
樂
其
罪

時
人
謂
張
公
口
案

　

91
言
刑

張
燕
公
說
有
宰
輔
之
才
而
多
詭
詐
復
貪
財
賄
時

人
亦
多
之
亦
汚
之
每
中
書
議
事
及
衆
僚

廳
或

有
所
忤
立
便
叱
罵
爲
衆
所
嫌
故
朝
彦
相
謂
曰
張

公
之
言
毒
於
極
刑
言
好
面
辱
人
也

　

92
消

橋	

」（
二
五
ウ
）

長
安
東
灞
陵
有
橋
來
迎
去
送
皆
至
此
橋
爲
離
別

之
地
故
人
呼
之
消

橋
也

　

93
逐
惡
如
驅
蚊
蚋

袁
光
庭
累
典
名
藩
皆
有
異
政
眀
皇
謂
宰
輔
曰
袁

光
庭
性
逐
惡
如
扇
驅
蚊
蚋

謂
―
謂
之

輔
―
甫

亦
汚
―
汙

也
―
ナ
シ

消

―
銷
魂

消

―
銷
魂

驅
―
駈

眀
―
明

驅
―
駈



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
八
五

　

94
歇
馬
盃

長
安
自
昭
應
縣
至
都
門
官
衜
左
右
村
店
之
民
當

大
路
市
酒
量
錢
數
多
少
飲
之
亦
有
施
者
與
行
人

解
之
故
路
人
號
歇
馬
盃	

」（
二
六
オ
）

　

95
吹
火
照
書

蘇
頲
少
不
得
父
意
常
與
僕
夫
襍
處
而
好
學
不
倦

每
欲
讀
書
又
患
無
燈
燭
常
于
馬
廐
竈
中
旋
吹＊

火

光
照
書
誦
焉
其

學
如
此
後
至
相
位

　

96
金
牌
斷
酒

安
祿
山
受
帝
睠
愛
常
與
妃
子
同
食
無
所
不
至
帝

恐
外
人
以
酒
毒
之
遂
賜
金
牌
子
繫
于
臂
上
每
有

王
公
召
飮
欲
沃
以
巨
觥
禄
山
即
以
牌
示
之
云
准

敕
斲
酒	

」（
二
六
ウ
）

　

97
文
陣
雄
師

張
九
齡
常
覽
蘇
頲
文
卷
謂
同
僚
曰
蘇
生
之
俊
贍

之
―
乏　

號
―
号
爲

襍
―
雜

于
―
於

後
―
后

斷
―
断

睠
―
腠

于
―
於

飲
―
宴　

禄
山
即
―
即
禄
山　

准
―
準

敕
―
勑　

斲
―
断

贍
―
膽



一
八
六

無
敵
真
文
陣
之
雄
師
也

　

98
射
飛
毛

羽
林
將
劉
洪
喜
騎
射
常
對
御
使
人
于
風
中
擲
鵝

毛
洪
連
箭
射
之
無
有
不
中
帝
賞
嘆
厚
賜
焉

　

99
泪
粧

宮
中
妃
嬪
軰
施
素
粉
於
兩
頰
相
號
爲
泪
粧
識
者

以
爲
不
祥
後
果
祿
山
之
亂	

」（
二
七
オ
）

　

100
索
闘
鷄

李
林
甫
爲
性
狼
狡
不
得
士
心
每
有
所
行
之
事
多

不
恊
群
議
而
面
無＊

和
氣
國
人
謂
林
甫
精
神
剛
戾
常

如
索
闘
鷄

　

101
肉
陣

楊
國
忠
於
冬
月
常
選
婢
妾
肥
大
者
行
列
于
前
令

遮
風
盖

人
之
氣
相
暖
故
謂
之
肉
陣

于
―
於

嘆
―
歎　

賜
焉
―
賜
之

泪
―
淚

妃
嬪
軰
―
嬪
妃
輩　

號
―
号　

泪
―
淚

後
―
后　

果
―
有

心
―
志

于
―
於

盖
―
蓋



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
八
七

　

102
傳
書
燕

長
安
豪
民
郭
行
先
有
女
子
紹
蘭
适
巨
商
任
宗
爲	

」（
二
七
ウ
）

賈
於
湘
中
數
年
不
歸
復
音
信
不
逹
紹
蘭
自
覩
堂

中
有
雙
燕
戯
於
梁
間
蘭
長
吁
而
語
於
燕
曰
我
聞

燕
子
自
海
東
來
徃
復
必
經
由
於
湘
中
我
壻
離
家

不
歸
數
歳
蔑
有
音
耗
死
生
存
亡
弗
可
知
也
欲
慿

爾
附
書
授
于
我
壻
言
訖
淚
下
燕
子
飛
鳴
上
下
似

有
所
諾
蘭
復
問
曰
爾
若
相
允
當
泊
我
懐
中
燕
遂

飛
於
膝
上
蘭
遂
吟
詩
一
首
云
我
壻
去
重
湖
臨
窻

泣
血
書
慇
勤
慿
燕
翼
寄
與

情
夫
遂
小
書
其
字

繋
于
足
上
燕
遂
飛
鳴
而
去
任
宗
時
在
荊
州
忽
見	
」（
二
八
オ
）

一
燕
飛
鳴
于
廳
上
宗
訝
視
之
燕
遂
泊
于
肩
上
見

有
一
小
封
書
繋
在
足
上
宗
觧
而
視
之
乃
妻
所
寄

之
詩
宗
感
而
泣
下
燕
復
飛
鳴
而
去
宗
次
年
歸
首

出
詩
示
蘭
後
文
士
張
說
傳
其
事
而
好
事
者
寫
之

　

103
燈
婢

寧
王
宮
中
每
夜
於
帳
前
羅
列
木
彫
矮
婢
餝
以
彩

歸
―
皈　

自
―
目

雙
―
双

壻
―
婿

歸
―
皈　

死
生
―
生
死

授
于
―
投
於　

壻
―
婿

爾
―
尒　

燕
―
燕
子

壻
―
婿　

窻
―
窓

遂
―
蘭
遂

于
足
上
―
於
足
下

于
廳
―
於
頭　

于
肩
―
於
肩

鮮
―
解

歸
―
皈　

首
―
自

後
―
后



一
八
八

繪
各
執

燈
自
昏
逹
旦
故
目
之
爲
燈
婢

　

104
解
語

明
皇
秋
八
月
太
液
池
有
千

白

數
枝
盛
開
帝	

」（
二
八
ウ
）

與
貴
戚
宴
賞
焉
左
右
皆
嘆
羨
久
之
帝
指
貴
妃
示

于
左
右
曰
争
如
我
解
語

　

105
油
幕

長
安
貴
家
子
弟
每
至
春
時
游
宴
供
帳
于
園
圃
中

隨
行
載
㠯
油
幕
或
遇
陰
雨
以
幕
覆
之
盡
歡
而
歸

　

106
闘

長
安
王
士
安
春
時
闘

戴
揷
㠯
奇

多
者
爲
勝

皆
用
千
金
市
名

植
于
庭
院
中
以
備
春
時
之
闘

也	

」（
二
九
オ
）

　

107
裾
幄

長
安
士
女
游
春
野
歩
遇
名

則
設
席

以
紅

嘆
―
歎　

示
―
謂

于
―
於

于
―
於

㠯
―
以

㠯
―
以

于
―
於　

院
―
苑

裾
―
裙
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九

裙

相
揷
掛
以
爲
宴
幄
其
奢
逸
如
此
也

　

108
鳳
炭

楊
國
忠
家
以
炭
屑
用
密
捏
塑
成
雙
鳳
至
冬
月
則

焰
於
爐
中
及
先
㠯
白
檀
木
鋪
於
爐
底
餘
灰
不
可

參
雜
也

　

109
文
帥

眀
皇
嘗
謂
侍
臣
曰
張
九
齡
文
章
自
有
唐
名
公
皆	

」（
二
九
ウ
）

弗
如
也
朕
終
身
師
之
不
得
其
一
二
此
人
真
文
場

之
元
帥
也

　

110
乞
巧
樓

宮
中
以
錦
結
成
樓
殿
高
百
尺
上
可
勝
數
十
人
陳

以
瓜
果
酒
炙
設
坐
以
祀
牛
女
二
星
嬪
妃
各
執
九

孔
針
五
色
線
向
月
穿
之
過
者
爲
得
巧
之
候
動
清

商
之
曲
宴
樂
逹
旦
士
民
之
家
皆
效
之

密
―
蜜　

雙
―
双

焰
―
焼　

及
―
及
焼　

㠯
―
以

帥
―
師

眀
―
明　

侍
―
詩

一
二
―
三

帥
―
師

可
―
可
以

坐
―
坐
具

過
―
透

效
―
効



一
九
〇

　

111
吸

露

貴
妃
每
宿
酒
初
消
多

肺
熱
嘗
凌
晨
獨
游
後

	

」（
三
〇
オ
）

傍

樹
以
手
攀
枝
口
吸

上
露
籍
其
露
液
潤
於

肺
也

　

112
含
玉
嚥
津

貴
妃
素
有
肉
體
至
夏

熱
常
有
肺
渇
每
日
含
一

玉
魚
兒
於
口
中
盖

其
凉
津
沃
肺
也

　

113
紅
汗

貴
妃
每
至
夏
月
常
衣
輕
綃
使
侍
兒
交
扇
皷
風
犹

不
解
其
熱
每
有
汗
出
紅
膩
而
多
香
或
拭
之
於
巾

帕
之
上
其
色
如
桃
紅
也	

」（
三
〇
ウ
）

　

114
金
凾

明
皇
憂
勤
國
政
諫
無
不
從
或
有
章
䟽
規
則
探
其

理
衜
優
長
者
貯
于
金
凾
中
日
置
于
左
右
時
取
讀

之
未
嘗
懈
忽
也

上
―
ナ
シ

盖
―
蓋

綃
―
絹　

皷
―
鼓

規
―
規
諷

于
金
凾
―
於
金
凾　

于
左
右
―
於
座
右



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
九
一

　

115
擊
鑑
救
月

長
安
城
中
每
月
食
旹
即
士
女
取
鏡
向
月
擊
之
滿

郭
如
是
盖
云
救
月
蝕
也

　

116
歌
直
千
金

宮
妓
許
永
新
者
善
歌
最
受
眀
皇
寵
愛
每
對
御
奏	

」（
三
一
オ
）

歌
絲
竹
之
聲

能
遏
帝
嘗
謂
左
右
曰
此
女
歌
直

千
金

　

117
肉
腰
刀

李
林
甫
嫉
贒
妬
能
不
恊
群
議
每
奏
御
之
際
多
所

人
衆
謂
林
甫
爲
肉
腰
刀
又
云
林
甫
常
以
甘
言

誘
人
之
過
譖
於
上
前
時
人
皆
言
林
甫
甘
言
如
密

朝
中
相
謂
曰
李
公
雖
面
有
笑
容
而
肚
中
鑄
剱
人

日
憎
怨
異
口
同
音

　

118
隔
障
歌	

」（
三
一
ウ
）

寧
王
宮
有
樂
妓
寵
姐
者
美
姿
色
善
謳
唱
每
宴
外

旹
―
時　

鏡
―
鑑

盖
―
蓋

許
永
新
―
永
新　

眀
―
明

絲
竹
―
則
絲
竹　

莫
―
無　

嘗
―
常

嫉
贒
―
妬
賢　

妬
能
―
嫉
能　

誘
―
謗　

譖
―
讃　

密
―
□＊

剱
―
剱
也

日
―
皆　

同
音
―
同
音
容
有
笑
面
肚
中
鑄
剱
也



一
九
二

客
其
諸
妓
盡
在
目
前
惟
寵
姐
客

見
飲
欲
半
酣

詞
客
李
太
白
恃
醉
戯
曰
白
久
聞
王
有
寵
姐
善
歌

今
酒
餚
醉
飽
群
公
厭
倦
王
何
恡
此
女
示
於
衆
王

笑
謂
左
右
曰
設
七
寶

障
召
寵
姐
于
障
後
歌
之

白
起
謝
曰
雖
不
許
見
面
聞
其
聲
亦
幸
矣

　

119
樓
車
載
樂

楊
國
忠
子
弟
時
后
族
之
貴
極
于
奢
侈
每
春
游
之

際
以
大
車
結
綵
帛
爲
樓
載
女
樂
數
十
人
自
私
第	

」（
三
二
オ
）

樂
聲
前
引
出
游
園

中
長
安
豪
民
貴
族
皆
效
之

　

120
猧
子
亂
局

一
日
明
皇
與
親
王
棊
令
賀
懐
智
獨
奏
琵
琶
妃
子

立
於
局
前
觀
之
上
欲
輸
次
妃
子
將
康
國
猧
子
放

之
令
放
局
上
亂
其
輸
羸
上
甚
恱
焉

　

121
决
雲
兒

申
王
有
髙
麗
赤
鷹
岐
王
有
北
山
黄
鶻
上
甚
愛
之

妓
―
妓
女　

見
―
能
見

餚
―
肴　

厭
―
宴　

示
於
―
不
樂

于
―
於

時
―
恃　

于
―
於

樂
聲
―
声
樂　

效
―
効

亂
―
乱

放
―
ナ
シ



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
九
三

但
弋
獵
必
置
于
駕
前
帝
目
之
爲
决
雲
兒

　

122
長
湯
十
六
所	

」（
三
二
ウ
）

清
宮
中
除
供
奉
兩
湯
外
而
別
更
有
長
湯
十
六

所
嬪
御
之
類＊

浴
焉

　

123
錦
鴈

奉
御
湯
中
以
文
瑶
密
石
中
央
有
玉

湯
泉
湧
㠯

成
池
又
縫
錦
繡
爲
鳬
鴈
于
水
中
帝
與
貴
妃
施
鈒

鏤
小
舟
戯
玩
於
其
間
宮
中
退
出
水
於
金
溝
其
中

珠
纓
寳
絡
流
出
街
渠
貧
民
有
所
得
焉

　

124
夜
眀
枕

虢
國
夫
人
有
夜
眀
枕
設
于
堂
中
光
照
一
室
不
假	

」（
三
三
オ
）

燈
燭

　

125
金
鷄
障

明
皇
每
宴
使
祿
山
坐
於
御
側
㠯
金
鷄
障
隔
之

但
―
每　

弋
―
戈　

于
―
之
於

以
―
布
以　

㠯
―
以

繡
―
綉　

鴈
―
雁　

于
―
於

出
水
―
水
出

貧
民
―
貧
民
曰

于
―
於

㠯
―
以



一
九
四

　

126
百
枝
燈
樹

韓
國
夫
人
置
百
枝
燈
樹
髙
八
十
尺
竪
之
髙
山
元

夜
點
之
百
里
皆
見
光
明

月
色
也

　

127
千
炬
燭
圍

楊
國
忠
子
弟
每
至
上
元
夜
各
有
千
炬
紅
燭
圍
於

左
右	

」（
三
三
ウ
）

　

128
有
脚
陽
春

宋
璟
愛
民
恤
物
朝
野
歸
美
旹
人
咸
謂
璟
爲
有
脚

陽＊

春
言
所
至
之
處
如
陽
春
煦
物
也

　

129
粲

之
論

李
白
有
天
才
俊
逸
之
譽
每
與
人
談
論
皆
成
句
讀

如
春

麗
藻
粲
於
齒
牙
之
下
旹
人
目
曰
李
白
粲

之
論

元
―
上
元

點
―
点　

―
奪

圍
―
囲

上
元
―
元　

圍
―
囲

野
―
埜　

歸
―
皈　

旹
―
時

旹
―
時　

目
―
号
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氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
九
五

　

130
醉
聖

李
白
恃
酒
不
拘
小
節
然
沉
酣
中
所
撰
文
章
未
嘗	

」（
三
四
オ
）

錯
悟
而
與
不
醉
之
人
相
對
議
事
皆
不
出
太
白
所

見
旹
人
呼
爲
醉
聖

　

131
靈
鵲
報
喜

時
人
之
家
聞
鵲
聲
皆
爲
喜
兆
故
謂
靈
鵲
報
喜

　

132
走
丸
之
辨

張
九
齡
善
談
論
每
與
賓
客
議
論
經
旨
滔
滔
不
竭

如＊

下
坂
走
丸
也
時
人
服
其
俊
辨

　

133
探
春

都
人
士
女
每
至
正
月
半
後
各
乗
車
跨
馬
供
帳
於	

」（
三
四
ウ
）

園
圃
或
郊
野
中
爲
探
春
之
宴

　

134
氷
獸
贈
王
公

楊
國
忠
子
弟
以
奸
媚
結
識
朝
士
每
至
伏
日
取
堅

酣
―
醉

悟
―
誤

旹
―
時　

呼
―
号

滔
滔
―
滔
々

後
―
后

奸
―
姧



一
九
六

氷
令
工
人
鏤
爲
鳳
獸
之
形
或
餝＊

以
金
環
彩
帶
置

之
雕
盤
中
送
與
王
公
大
臣
惟
張
九
齡
不
受
此
惠

　

135
嚼
麝
之
談

寧
王
驕
貴
極
於
奢
侈
每
與
賓
客
議
論
先
含
嚼
沉

麝
方
諬
發
談
氣
噴
于
席
上

　

136
醉
語	

」（
三
五
オ
）

李
林
甫
每
與
同
僚
議
及
公
直
之
事
則
如
癡
醉
之

人
未
嘗
問
答
或
語
及
阿
狥
之
事
則
應
響
如
流
張

曲
江
嘗
謂
賓
客
曰
李
林
甫
議
事
如
醉
漢
腦
語
也

不
足
可
言

　

137
暖
玉
鞍

岐
王
有
玉
鞍
一
面
每
至
冬
月
則
用
之
雖
天
氣
嚴

寒
則
此
鞍
在
坐
上
如
溫
火
之
氣

彩
―
綵

雕
―
彫

諬
―

口　

氣
―
香
氣　

于
―
於

狥
―
徇　

應
―
答
應　

響
―
ナ
シ

嘗
―
常　

脳
―
ナ
シ

言
―
用

137
暖
玉
鞍
―
こ
の
章
段
全
文
ナ
シ



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
九
七

　

138
百
寳
欄

楊
國
忠
初
因
貴
妃
專
寵
上
賜
以
木

數
本
植	

」（
三
五
ウ
）

于
家
國
忠
以
百
寳
粧
餝
欄
楯
雖
帝
宮
之
内
不
可

及
也

　

139
肆
香
閣

國
忠
又
用
沉
香
爲
閣＊

檀
香
爲
欄
㠯
乳
香
麝
香
篩

圡
和
爲
泥
餝
壁
每
于
春
時
木

盛
開
之
際
聚

賓
友
于
此
閤
上
賞

焉
禁
中
沉
香
之
亭
遠
不
侔

此
壮
麗
也

　

140
任
人
如
市
瓜

明
皇
召
諸
學
士
宴
于
便
殿
因
酒
酣
顧
謂
李
白
曰	

」（
三
六
オ
）

我
朝
與
太
后
之
朝
何
如
白
曰
太
后
朝
政
出
多
門

國
由
姦
幸
任
人
之
衜
如
小
児
市
瓜
不
擇
香
味
唯

揀
肥
大
者
我
朝
任
人
如
淘
沙
取
金
剖
石
採
玉
皆

得
其
精
粹
者
明
皇
笑
曰
學
士
過
有
所
飾

于
―
於　

粧
―
妝

肆
―
四

檀
―
柤　

㠯
―
以　

乳
香
麝
香
―
麝
香
乳
香

圡
―
土　

于
―
於

于
―
於　

閤
―
閣

于
―
於

唯
―
惟

笑
―
咲



一
九
八

　

141
雪
刺
滿
頭 

宋
璟
求
致
仕
表
云
臣
竊
祿
簪
裳
備
員
廊
廟
霜
毫

生
領
雪
刺
滿
頭
求
退
歸
耕
養
慵
巗
穴
樂
年
之
世

死
荷
聖
恩

　

142
忍
字	

」（
三
六
ウ
）

光
祿
卿
王
守
和
未
嘗
與
人
有
爭
嘗
於
几
案
間
大

書
忍
字
至
于
幄
幌
之
屬
㠯
繡
畫
爲
之
明
皇
知
其

姓
字
非
時
引
對
問
曰
卿
名
守
和
已
知
不
爭
好
書

忍
字
尤
見
用
心
奏
曰
臣
聞
緊
而
必
斷＊

剛
則
必
折＊

萬
事
之
中
忍
字
爲
上
帝
曰
善
賜
帛
以
旌
之

　

143
風
流
陣

眀
皇
與
貴
妃
每
至
酒
酣
使
妃
子
綂
宮
妓
百
餘
人

帝
統
小
中
貴
百
餘
人
排
兩
陣
於
掖
庭
中
目
爲
風

流
陣
以
霞
被
錦
袾
張
之
爲
旗
幟
攻
擊
相
闘
敗
者	

」（
三
七
オ
）

罸
之
巨
觥
以
戯
笑
時
議
以
爲
不
祥
之
兆
後
果
有

祿
山
兵
亂
天
意
人
事
不
偶
然
也

頭
―
頤

毫
―
豪

頭
―
頤　

歸
―
皈　

巗
―
岩

光
祿
卿
―
ナ
シ　

几
案
―
案
几

于
―
於　

幄
―
愇　

㠯
―
以　

繡
畫
―
綉
盡

則
―
ナ
シ

萬
―
万

眀
―
明　

綂
―
統

貴
―
貴
人

笑
―
咲　

後
―
后

亂
―
ナ
シ



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

一
九
九

　

144
望
月
臺

玄＊

宗
八
月
十
五
日
夜
與
貴
妃
臨
太
液
池
凭
欄
望

月
不
盡
帝＊

意
不
快
遂
勑
令
左
右
於
池
西
岸
別
築

百
尺
髙
臺
與
吾
妃
子
來
年
望
月
後
經
祿
山
之
兵

不
復
置
焉
惟
有
基
址
而
已

　

145
竹
義

太
液
池
岸
有
竹
數
十
叢
牙
笋
未
嘗
相
離
密
密
如	

」（
三
七
ウ
）

栽
也
帝
因
與
諸
王
閑
歩
于
竹
間
帝
謂
諸
王
曰
人

世
父
子
兄
弟
尚
有
離
心
離
意
此
竹
宗
本
不
相
踈

人
有
懐
貳
心
生
離
間
之
意
覩
此
可
以
爲
鑑
諸
勗

王
皆
唯
唯
帝
因
呼
爲
竹
義

　

146
美
人
呵
筆

李
白
于
便
殿
對
明
皇
撰
詔
誥
旹
十
月
大
寒
筆
涷

能
書
字
帝
勑
宮
嬪
十
人
侍
于
李
白
左
右
令
各

執
牙
筆
呵
之
遂
取
而
書
其
詔
其
受
聖
眷
如
此

太
―
大

與
吾
―
吾
與

密
密
―
密
々

于
―
於

意
―
德

貳
―
二　

鑑
―
鑑
戒　

勗
―
ナ
シ

唯
唯
―
唯
々

于
―
於　

旹
―
時　

月
―
日　

筆
―
笔　

涷
―
凍

于
―
於　

各
―
名

眷
―
睠



二
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　

此＊

書
所
載
明
皇
時
事
最
詳
至	

」（
三
八
オ
）

　
　
　
　
　
　
　

一
話
言
一
行
事
後
夫
字
文
間

　
　
　
　
　
　
　

所
引
大
抵
出
於
此
書
者
多
矣

　
　
　
　
　
　
　

紹
定
戊
子
刊
之
桐
江
學
宮
山

　
　
　
　
　
　
　

陰
陸
子
遹
書＊

開
元
天
寳
遺
事
卷
終	

」（
三
八
ウ
）

此
書
―
こ
の
前
に
別
行
に
て
「
天
寳
遺
事
卷
下
之
終
」

夫
字
文
―
人
文
字

遹
―
适

開
元
天
寳
遺
事
卷
終
―
ナ
シ

（
張
紙
）―
以
下
ナ
シ

（
張
紙
）

此
活
字
本
也
末
有
紹
定
戊
子
刊
之
桐
江
學
宮
山
陰
陸
子

遹
書
必
従
宋
本
出
矣
適
檢
新
定
續
志
書
籍
門
有

此
書
知
即
紹
定
刊
本
也
古
書
原
委
悉
藉
他
書
疏

通
證
明
之
有
如
是
者
余
借
校
此
於　

香
嚴
主
人

還
書
之
日
聊
誌
之
以
質
諸　

同
好
古
書
者

壬
申
夏
六
月
望
前
一
日　

復
翁
丕
烈
識＊

◎
原
状

３
賜
筯
表
直

下
―
以
下
「
謝
」
ま
で
四
字
に
朱
の
補
筆
あ
り
。
以
下
特
殊
な
場
合
を
除
き
補
筆
に
つ
い
て
は
注
記
せ
ず
。



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

二
〇
一

８
蜂
蝶
相
隨

都
―
阝
の
部
分
破
損
、
補
筆
せ
ず
。
類
例
は
４
截
鐙
鞭
「
之
」・
８
蜂
蝶
相
隨
「
都
」・
11
記
事
珠
「
元
・
中
」・
128
有
脚
陽
春
「
陽
」・
132

走
丸
之
辨
「
如
」
な
ど
。
文
字
に
損
傷
の
あ
る
場
合
、
他
の
箇
所
は
ほ
ぼ
全
て
補
筆
す
る
。
補
筆
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
単
な
る
見
落

と
し
か
。
も
し
く
は
全
体
に
補
筆
を
実
施
し
た
後
、
損
傷
が
進
ん
だ
か
。
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
判
断
は
困
難
。

10
夢
虎
之
妖

寢
―
穴
冠
に
作
る
。
以
下
類
例
多
し
。

18
牽
絲
取
婦

少
―
朱
の
細
字
補
入
。

20
喚
鐡

玄
―
末
画
を
闕
筆
。
類
例
は
57
立
有
禍
福
・
63
撤
去
燈
燭
。
た
だ
し
35
警
悪
刀
は
闕
画
せ
ず
。

山
禽
―
本
文
は
「
禽
山
」、
朱
の
転
倒
符
を
も
っ
て
「
山
禽
」
と
訂
正
。

21
鸚
鵡
告
事

百
數
―
本
文
は
「
數
百
」、
朱
の
転
倒
符
を
も
っ
て
「
百
數
」
と
訂
正
。

24
物
外
遊

游
―
氵
偏
と
「
遊
」
に
作
る
。
86
游
盖
飄
青
雲
の
「
游
賞
」
も
同
じ
。

26
花
上
金
鈴

惜
―
「
借
」
の
偏
を
朱
に
て
「
忄
」
に
訂
正
。

32
病
鏡



二
〇
二

竟
―
こ
の
下
行
末
一
字
欠
。
上
部
に
紙
片
を
押
し
別
筆
に
て
「
所
缺
疑
得
字
」
と
墨
書
。

54
顛
飲

□
―
口
偏
と
「
斗
」
に
作
る
（
叫
の
俗
体
）。

63
撤
去
燈
燭

義
―
右
傍
に
朱
の
鉤
点
あ
り
。「
李
林
甫
」
と
臆
測
し
存
疑
の
記
号
を
付
し
た
か
。
李
儀
府
と
の
混
同
が
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
し
か
し

史
実
と
し
て
は
「
李
乂
」
が
是
。

80
向
火
乞
兒

啣
―
口
偏
と
「
御
」
に
作
る
。

84
占
風
鐸

鐸
―
右
旁
は
白
墨
塗
抹
の
上
に
「
睪
」
と
墨
書
。
元
の
字
不
明
。

95
吹
火
照
書

吹
―
口
偏
と
「
次
」
に
作
る
。

100
索
闘
鷄

無
―
朱
に
て
補
入
。

101
肉
陣

選
―
本
文
は
「
婢
選
」、
朱
の
転
倒
符
を
も
っ
て
「
選
婢
」
と
訂
正
。

117
肉
腰
刀

□
―
「
密
」
も
し
く
は
「
蜜
」
の
上
半
分
の
み
、「
山
・
虫
」
を
欠
く
。



陸
氏
十
萬
巻
楼
本
『
開
元
天
宝
遺
事
』

二
〇
三

122
長
湯
十
六
所

類
―
左
側
「
米
」
の
下
を
「
女
」
に
作
る
。

128
有
脚
陽
春

陽
―
料
紙
破
損
に
よ
り
左
偏
の
「
阝
」
を
欠
く
。

132
走
丸
之
辨

如
―
料
紙
破
損
に
よ
り
右
旁
の
「
口
」
を
欠
く
。

134
氷
獸
贈
王
公

飾
―
も
と
旁
「
巾
」
部
分
は
「
方
」、
朱
に
て
「
巾
」
と
訂
正
。

139
肆
香
閣

閣
―
「
閤
」
の
「
合
」
を
朱
に
て
「
各
」
と
訂
正
。

142
忍
字

斷
・
折
―
両
字
右
傍
に
朱
圏
点
あ
り
。

144
望
月
臺

玄
―
末
画
を
白
墨
に
て
塗
抹
し
、
闕
画
と
す
。

帝
―
も
と
「
帝
」
字
を
脱
し
て
一
旦
「
意
不
快
遂
勑
令
左
右
於
池
西
」
と
書
写
。
そ
の
一
一
字
分
を
白
墨
に
て
塗
抹
、
改
め
て
「
帝
・・・

西
」
と
書
く
。

（
三
八
オ
）
陸
子
遹
跋

此
―
文
字
の
上
方
に
朱
の
圏
点
あ
り
。



二
〇
四

識
―
文
字
の
左
下
に
朱
の
圏
点
あ
り
。

（
張
紙
）

識
―
文
字
の
左
下
に
朱
の
圏
点
あ
り
。


